
８月７日、「道の駅たかの」１００万人
達成記念セレモニー。根波裕治駅長から
記念品を受け取る岡山市の村上和栄さん
とあきらくん（関連記事 26 ページ）

「
道
の
駅
た
か
の
」百
万
人
達
成
！

８ 特集２ 生き生きと輝く光齢者になろう

４ 特集 庄原市制施行 10 周年vol.6
16　シリーズ障害を知り、共に生きる

　　／安心安全な毎日のために

17　健康広場

18　市民のページ　

20　しょうばら夏まつり

22　市政トピックス

24　カメラレポート

27　お知らせ

２ 庄原市制施行10周年記念式典・庄原いちばん10th

　 フェスティバルほか関連イベントのお知らせ

12　庄原小学校完成間近

13　マイナンバー通知カードが送付されます

14　平成 27 年度自治振興区活動促進補助金事業

15　庄原市に光がやってきます／母子保健だより
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10

ところ　国営備北丘陵公園大芝生広場

庄原市制施行10周年を、みん
なで祝う１日。ぜひ多くの皆さん
のご来場をお待ちしています！
当日は入園料、駐車料とも無料！

10.11㊐10時～

アートガラパゴス２０１５

庄原市制施行 

記念式典・庄原いちばん
10thフェスティバル

庄 原

の祭典の祭典212121
いのち・みどり・未来

市内の空き家などをアトリエに絵画・彫刻・写真・インスタレーションといった芸術作品を作成・展示。作家によるワー
クショップやパフォーマンス、他団体とのタイアップ企画など。

（一社）庄原青年会議所（庄原商工会議所内） ☎0824-72-2121　http://shobara-jc.skr.jp/問い合わせ
庄原観光いちばん協議会事務局（商工観光課内）☎0824-73-1179問い合わせ

総務課行政係 ☎0824-73-1123問い合わせ

楽しいステージイベントや地元グルメが
盛りだくさん。

備北スイーツ祭
庄原市・三次市のスイーツが大集合。

さとやま夢まつり４日
３日

同時開催

みのりの広場で、地元の特産品、農産加工品な
ど市内42団体が出展！　総領名物「世界一のも
ちつき」がやってくる！

司会者：西田篤史さん（庄原市ふるさと大使）、松本裕見子さん

9：45～ ウエルカム・コンサート
 （庄原実業高校・庄原格致高校）
10：00～ 記念式典
11：00～ フェスティバルオープニング・ステージ
15：00～ 「北山たけし」みのりの祭典ステージ
18：00～ 音楽と花火の祭典（有料）

ところ　国営備北丘陵公園大芝生広場 当日は入園料、駐車料とも無料！

9：45～ ウエルカム・コンサート9：45～ ウエルカム・コンサート
 （庄原実業高校・庄原格致高校） （庄原実業高校・庄原格致高校）
10：00～ 記念式典10：00～ 記念式典
11：00～ フェスティバルオープニング・ステージ11：00～ フェスティバルオープニング・ステージ11：00～ フェスティバルオープニング・ステージ11：00～ フェスティバルオープニング・ステージ

◆タイムスケジュール
花と緑のイベント盛りだくさん！
庄原さとやまガーデンフェスティバル２０１５

ところ　庄原市内まちなかエリア
10.3㊏～12㊊㊗

▶ガーデンフォト講座
とき　10月４日
　　　①10：30～②13：30～
ところ　国営備北丘陵公園
定員　15人／回
花や庭を上手に撮影するテクニッ
クを学べるフォト講座。スマホから
一眼レフまで。講師は写真家の金
山一宏さんです。

▶石原和幸さんと巡る
オープンガーデンツアー
とき　10月３日　10時～13時
発着　国営備北丘陵公園
料金　2,800円
定員　27人
秋の庄原さとやまオープンガーデン
を石原和幸さんと巡るバスツアー。
○問庄原市観光協会
　 ☎0834-75-0173

庄原さとやま
オープンガーデン２０１５

さとやま
ガーデニングコンテスト

山陰・山陽花めぐり
ガーデンショー

国営備北丘陵公園エリア

その他関連イベント

参加者募集！

ところ　国営備北丘陵公園、紅梅通りまちなか広場など市街地周辺
10.3㊏～4㊐

同時開催（国営備北丘陵公園）

世界一のガーデナー石原和幸
ブーケパフォーマンス＆
トークショー   
〔ステージ〕３日 13：50～14：35

11111111念式典・庄原いちばん1念式典・庄原いちばん 000000101101101周年記念

〔展示〕３日・４日
ガーデンワークショップ
〔体験〕３日・４日

〔展示〕紅梅通りまちなか広場
10月３日～12日

10月３日～18日（土・日・祝限定で開催）
会場　市内全域

いっぴんまるしぇ
〔グルメ〕３日・４日

募集締切

9/24
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１_ 平成 25 年 2 月末に完成し
た東城自治振興センター／２_
比和自治振興区の公民館事業

「博物館に親しむ」／３_ 多くの
市民で話し合い、内容を決めて
いった「庄原市まちづくり基本
条例策定委員会」／４_ 市民が
知り合いつながる場として開催
された「しょうばら愛サミット」

庄原市制施行10周年記念特集 vol.6

まちづくりの10年

１　自治振興区の推進
２　庄原市まちづくり
　　基本条例制定

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

最
高
規
範
を
制
定

　

合
併
後
は
、
自
治
振
興
区
を
は

じ
め
、
各
種
市
民
活
動
団
体
、
個

人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と
な
っ

て
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
市
民
と
議
会
、

行
政
が
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
仕
組
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
ル
ー
ル
に
則
っ
て

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
な

が
ら
、
協
力
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
記
載
し
た
条
例
を
策
定
す
る

た
め
、
市
は
平
成
21
年
度
に
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
条
例
素
案
を
取
り
ま
と

め
、
平
成
23
年
３
月
、
市
長
へ
提

出
。
ま
た
、
条
例
の
内
容
を
広
く

市
民
に
伝
え
、
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、「
庄

原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が

平
成
24
年
４
月
１
日
に
施
行
。
庄

原
市
を
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
共

に
考
え
、
協
力
し
合
い
、
行
動
す

る
た
め
の
「
基
本
的
な
約
束
」
が

明
文
化
さ
れ
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
位

置
付
い
て
い
ま
す
。

　

条
例
施
行
後
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
が
自
由
に
話
し

合
う
た
め
の
集
い
の
場
づ
く
り

（
し
ょ
う
ば
ら
愛
サ
ミ
ッ
ト
の
実

施
）
や
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
講

座
、
事
業
に
対
し
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
利
用
し
て
情
報
を
共

有
・
収
集
。
市
民
活
動
で
は
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
を
地
域
の
人
が

支
援
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
「
助
っ
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
互
助
・
共
助
の
取
り
組
み
、

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
を
図
る
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
、
主
体
的
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
で
は
条

例
策
定
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
議

会
報
告
会
を
継
続
し
て
開
催
し
、

市
民
の
意
見
や
要
望
の
把
握
と
議

会
審
議
の
場
で
そ
れ
ら
を
反
映
す

る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
広
が
り

が
、
協
働
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
区
の
設
置
と

セ
ン
タ
ー
化
の
推
進

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
上

で
、
自
治
振
興
区
の
存
在
は
欠
か

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
治
振
興
区
は
、
合
併
協
議
会

で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
よ
り
住
民

自
ら
立
ち
上
げ
た
自
治
組
織
で
、

合
併
に
あ
わ
せ
市
内
に
88
組
織
が

誕
生
。
広
大
な
市
が
誕
生
し
た
こ

と
で
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の

醸
成
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

旧
市
町
の
区
域
ご
と
に
自
治
振
興

区
連
絡
協
議
会
、
市
全
域
で
自
治

振
興
区
連
合
協
議
会
（
後
に
自
治

振
興
区
連
合
会
に
名
称
変
更
）
が

設
立
さ
れ
、
連
携
を
図
る
な
か
で

活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
あ
る
本
市
は
、
過
疎
・

少
子
高
齢
化
に
伴
う
活
動
の
停
滞

や
担
い
手
の
確
保
な
ど
、
地
域
の

維
持
や
振
興
の
課
題
が
複
雑
で
多

様
化
し
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

自
治
振
興
区
の
果
た
す
役
割
が
大

き
く
な
り
、
そ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
地
域
で
は
公
民
館

自
主
運
営
協
議
会
に
よ
る
公
民
館

活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
域
活
性
化
や
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
い
う
共
通
の
目
的

を
よ
り
達
成
で
き
る
よ
う
、
公
民

館
の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
に
向

け
た
議
論
が
進
み
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
多
く
の
議
論
と
検
討
に

よ
っ
て
、
公
民
館
は
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
へ
と
移
管
。
88
あ
っ
た
自

治
振
興
区
は
平
成
25
年
４
月
に
22

に
再
編
さ
れ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
拠
点
が
整
い
ま
し
た
。

　

こ
の
再
編
に
よ
っ
て
、
よ
り
主

体
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

藤 谷 善 久 さん野 原 建 一 さん

庄原市自治振興区連合会
会長

元庄原市自治振興区活動促進補助金
審査会会長・元庄原市まちづくり基
本条例策定委員会委員長

　10 年間を振り返ってみて、地
域で目に見えて成果のあった変化
は自治振興区だと思います。市か
らの情報を伝達する行政区から、
自ら地域課題の解決を図る自治振興区への変更は大きな転
換点となりました。
　かつてない少子高齢化や過疎化が進む中、地域をどう存
続させていくのかという大きな課題に直面しています。ま
た、行政の手の届きにくい地域の身近な取り組み、例えば
地域包括ケアシステムや自主防災、高齢者の見守り活動と
いったことも、それぞれの地域で担う時代となっています。
　今後の 10 年を決定付けるのは、自分たちの将来のこと
を見据えて、地域の資源をどう活用しながら、自分たちが
何にどう取り組むかです。庄原市自治振興区連合会では、
各振興区での取り組み内容を共有し、自治振興区相互の交
流促進を図りながら、行政と協働し、「いちばん住みやす
いまち庄原」を築いていきたいと考えています。

　この 10 年、さまざまな事業提
案を受けてきた中で特に印象にあ
るのが、自然景観を強化する取り
組みです。身近な自然景観を見過

ごしていることはよくありますが、総領町の節分草、東城
の福寿草、城跡といった自然景観を自分たちの宝にしてい
ることは、すばらしいことだと思いました。こうした地域
の宝を地域外の人にも知ってもらおうとする皆さんの熱意
はすばらしく、補助金の使い方として有意義だと思います。
　庄原市まちづくり基本条例の策定では、策定委員会の委
員 21 人中 10 人が女性で、ここまで多くの女性が関わっ
ての条例策定は他の市町村にはなく、女性の目線を生かし
た条例となっています。
　私の好きな言葉に「共に働く協働の精神」というのがあ
りますが、この言葉のように住民と行政が一緒になって知
恵を出し合い、庄原のまちづくりを進めるために働いてほ
しいと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
最後となる今月は、まちづくりをテーマにお届けします。

１

２

３

４
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１_ お助けネット峰田／２_ 昨年度は市内 10 自治振興区が取り組んだ「のろし
プロジェクト」／３_ 庄原市自治振興区連合会が各自治振興区の独自の取り組
みを広く紹介する「まちづくり！実践セミナー」／４_ 毎年、活動促進補助金を
活用し実施した事業をポスター展示／５_ 庄原市自治振興区連合会・市合同の
先進地視察研修（鳥取市鹿野町）／６_ 平成 26 年度「まちづくり応援補助金」
を活用し保育に関するシンポジウムを開催した「（一社）里山こども未来会議」

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

地
域
課
題
の
解
決
に
力
を
発
揮

　

市
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
目

標
達
成
の
た
め
に
、
平
成
24
年
度

か
ら
国
の
地
域
活
動
支
援
で
あ
る

「
集
落
支
援
員
」
制
度
の
活
用
を

ス
タ
ー
ト
。

　
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
名

称
で
実
施
し
て
い
る
こ
の
事
業

は
、
事
務
職
員
と
い
う
位
置
付
け

で
は
な
く
、
自
治
振
興
区
で
設
定

し
た
課
題
に
対
し
専
門
的
、
集
中

的
に
取
り
組
み
、
３
年
を
め
ど
に

【高自治振興区】
歴史街道を整備

　高自治振興区では改めて古里を見直そうと、この補助
金を活用。平成 17 年度に「ふるさと発見事業」として
歴史パンフレットを作成し、20 年度には「歴史街道整備
事業」として城跡である要害山までの遊歩道整備をしま
した。
　この遊歩道は、毎年行われている「のろしプロジェク
ト」のための道としても活用されています。24 年度にも
同補助金を利用し休憩
所を設置。毎年、小学
生と地元の皆さんが一
緒に、しいたけの菌を
ほだ木に植える作業を
行い、交流の場として
も活用されています。

【久代自治振興区（為重自治振興区）】
ためしげ福寿草の里の整備事業

　久代自治振興区統合前の為重自治振興区では、平成
19 年度に同補助事業を活用し、地域資源である「福寿
草」の自生地に案内板などを設置。子どもから高齢者、
車椅子の来場者も安全に散策鑑賞ができるよう翌 20 年
度には散策遊歩道を整備し、22 年度には来場者の利便
性を図るため簡易トイレを整備しました。
　これにより、毎年３月に開催される「福寿草まつり」
には多くの人が訪れ、
当初から目指してい
た 『「通り過ぎる里山」
から「立ち止まる里山」
へ』を見事かたちにし、
地域の活性化へとつな
がっています。

　●庄原市自治振興区活動促進補助金活用事例紹介

市
民
活
動
団
体
を
支
援

　

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活

動
は
自
治
振
興
区
だ
け
で
な
く
、

市
民
活
動
団
体
に
よ
る
取
り
組
み

も
あ
り
ま
す
。

　

多
様
化
深
刻
化
す
る
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
振
興
の
た
め
に

は
、
市
民
活
動
団
体
の
活
躍
は
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
は
市
内

で
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
の
連

携
と
協
働
を
促
進
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
に
「
市
民
活
動
団
体
登

録
制
度
」
を
創
設
。
現
在
、
15
団

体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
団
体
の
よ
り

一
層
の
活
動
を
促
す
た
め
、
平
成

26
年
度
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
応
援

補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
、
資
金

的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
―

　

本
市
も
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
抱
え
る
課
題
も
大
き
く
複
雑
に

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
解

決
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
増

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
に
よ
る
参
画
と
協

働
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割
に

応
じ
て
補
完
し
合
う
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
大
切

で
あ
り
、
今
後
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
き
ま
す
。

な
ど
、
市
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
創
意
工
夫
で
課
題
に
取
り
組
む

自
治
振
興
区
へ
支
援

　　

市
内
の
自
治
振
興
区
で
は
、
地

域
の
将
来
像
や
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
た

「
地
域
振
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

こ
の
計
画
を
元
に
地
域
課
題
を
克

服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対

し
、
自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助

金
を
設
け
、
合
併
当
初
か
ら
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
分
も
含
め
る
と
、

11
年
間
で
２
２
４
件
、
２
億
４
千

万
円
の
補
助
金
を
交
付
。
当
初
は

一
体
感
の
醸
成
、
新
し
い
取
り
組

み
や
行
事
、
施
設
整
備
を
中
心
に

し
た
申
請
が
出
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
よ
り
生

活
に
密
着
し
た
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
申
請
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
の
交
付
に
あ
た
っ
て
市

は
審
査
会
を
行
い
、
そ
こ
で
出
さ

れ
た
助
言
を
自
治
振
興
区
に
伝
え

る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

解
決
を
図
る
推
進
役
を
担
い
ま

す
。
こ
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

新
た
に
導
入
す
る
自
治
振
興
区
に

対
し
て
、
そ
の
人
件
費
相
当
分
を

市
が
負
担
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
10
の
自
治
振
興
区
、
15

人
が
活
動
し
て
お
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り

や
移
住
者
の
呼
び
込
み
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
特
産
品
開

発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

で
は
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
、

研
修
な
ど
で
講
師
を
依
頼
さ
れ
る

山 下 賢 治 さん

峰田自治振興区
地域マネージャー

　平成 26年から峰田地域振興
計画にある「助っ人プロジェクト」
の仕組みづくりのため、地域内
の各種団体との連携、連絡調整
を専門的に行う地域マネージャーとして委嘱されました。
　区民が依頼者になったり支援者になったりする相互扶助
組織「お助けネット峰田」を同年７月に立ち上げることが
できました。既に200件余りの支援活動が実行されていま
す。今後も「お互いさま」の気持ちで区民の皆さんの利用
が増えればいいと思います。
　また、本年度からは自主防災組織の活性化に取り組んで
います。大規模な災害が起こったときこそ、「自助」「共助」
「公助」がうまく連携することが重要ということを踏まえて
活動しています。古里である峰田への感謝の気持ちを持ち
ながら、「自主防災マップ・マニュアルの作成」や「防災
計画の立案・見直し」など、峰田に暮らせてよかったと思
える「安心安全な峰田」を目指し、取り組んでいます。

３　支援制度の活用

５

２

４ ３

６

１
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バイクにまたがり買い物に出かける谷川
さん

生
き
生
き
と
輝
く

光
齢
者
に
な
ろ
う

を
良
く
し
た
い
一
心
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
議
員
を
し
よ
う
が
何
を
し
よ
う
が
地
元

の
人
の
応
援
が
な
い
と
で
き
な
い
。お
世
話

に
な
っ
た
分
、元
気
が
あ
る
う
ち
は
地
元
に

で
き
る
こ
と
は
返
し
て
い
き
た
い
。そ
の
た

め
に
は
自
身
が
元
気
で
い
な
い
と
務
ま
ら
な

い
」。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
、元
気
の
素
に
な
っ
て
い
る
と
自
任
す

る
谷
川
さ
ん
。地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る

川
西
長
寿
会
の
会
長
も
そ
う
し
た
思
い
で
引

き
受
け
、長
年
活
動
。昨
年
ま
で
は
高
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

川
西
長
寿
会
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一

つ
に「
エ
ゴ
マ
作
り
」が
あ
り
ま
す
。６
年
前

か
ら
谷
川
さ
ん
所
有
の
ほ
場
約
６
ア
ー
ル
で

エ
ゴ
マ
を
栽
培
。会
員
み
ん
な
で
苗
の
定
植

　

今
年
11
月
に
満
95
歳
を
迎
え
る
谷
川
又
四

郎
さ
ん
。そ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら
は
、と

て
も
そ
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。驚
く

こ
と
に
、今
で
も
90
㏄
の
バ
イ
ク
に
乗
り
、買

い
物
に
出
か
け
る
そ
う
で
す
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
長
距
離
走
が
得
意
で
、

３
千
メ
ー
ト
ル
を
よ
く
走
っ
て
い
た
と
い
う

谷
川
さ
ん
は「
戦
争
で
け
が
も
せ
ず
元
気
で

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、体
を
鍛
え
て
体
力

が
つ
い
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
」と
笑

い
ま
す
。終
戦
後
も
長
距
離
走
を
続
け
、庄
原

市
ス
タ
ー
式
駅
伝
で
は
、高
体
育
協
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
42
歳
ま
で
出
場
し
て
い
ま
し

た
。

　

谷
川
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、地
元
営
農
集
団

の
組
合
長
、庄
原
農
業
協
同
組
合
理
事
、庄
原

市
議
会
議
員
と
い
っ
た
要
職
に
つ
き
、地
元

５
人
に
２
人
が
高
齢
者

　

本
市
の
総
人
口
は
３
万
７
８
０
７

人
（
平
成
27
年
７
月
末
現
在
）、
そ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

１
万
５
１
７
４
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
率
は
40
・
１
％
に
上
り
、

５
人
に
２
人
が
高
齢
者
で
す
。
今
後

も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
高
齢
化

率
は
上
昇
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
は
「
支
え
ら
れ

る
側
」
で
し
た
が
、
支
え
る
側
の
若

い
人
が
減
り
続
け
る
中
で
、
こ
れ
か

ら
は
、「
高
齢
者
同
士
で
支
え
あ
う
」

こ
と
が
大
き
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

大
切
な
の
は

「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
最
新
の

調
べ
で
男
性
が
80
・
50
歳
、
女
性
が

86
・
83
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
仲
間
入
り
と
さ
れ
る
65
歳
か
ら

数
え
て
、
15
年
～
20
年
余
り
の
時
間

が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
間
を

い
か
に
生
き
が
い
や
喜
び
を
見
つ
け

て
、
楽
し
い
時
間
を
送
れ
る
か
。
そ

し
て
そ
れ
を
延
ば
し
て
い
け
る
か
。

そ
の
た
め
に
は
、「
健
康
」
が
何
よ

り
大
切
で
す
。
心
身
が
健
康
で
あ
る

こ
と
が
、
よ
り
幸
せ
な
時
間
を
過
ご

せ
る
礎
に
な
り
ま
す
。

か
ら
収
穫
ま
で
を
行
い
、谷
川
さ
ん
は
一
連

の
作
業
の
責
任
者
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
エ
ゴ
マ
か
ら
で
き
る
油
は
、

１
５
０
ml
の
ビ
ン
で
年
間
１
２
０
本
ほ
ど
。

エ
ゴ
マ
は
抗
酸
化
作
用
や
動
脈
硬
化
防
止
、

脳
の
活
性
化
な
ど
健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、会
員
を
中
心
に
配
り
、健
康
維

持
・
増
進
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。エ
ゴ
マ
効

果
は
成
分
だ
け
で
な
く
、会
員
同
士
の
つ
な

が
り
や
交
流
と
い
っ
た
心
の
潤
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
す
で
、「
み
ん
な
元
気
に

な
っ
た
」と
喜
び
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
朝
早
く
起
き
て
畑
に
入
り
、

は
ぶ
草
茶
を
炒
り
、「
ゆ
め
さ
く
ら
」ま
で

持
っ
て
い
く
の
が
日
課
。す
ぐ
に
大
き
く
な

る
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
と
日
々
格
闘
し
、汗
を

流
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
元
気
で
い
ら

れ
る
」と
笑
顔
で
語
る
谷
川
さ
ん
。日
々
感
謝

し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

谷川又四郎 さん
（94歳・川西町）

たにかわ・またしろう

特集２

● 庄原市の高齢者人口の推計 （単位：人）

年　度 H27年度 （※） H28年度 H29年度 H32年度 H37年度

総人口 37,807 36,769 36,200 34,492 31,725

高齢者人口 
（60歳以上） 15,174 15,193 15,120 14,899 14,005

高齢化率 40.1％ 41.3％  41.8％  43.2％  44.1％

国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」

※Ｈ 27 年度は７月末現在の住民基本台帳記載の数値。

９
月
15
日（
老
人
の
日
）か
ら
1
週
間
は「
老
人
週
間
」。

ま
た
、９
月
の
第
３
月
曜
日
は
敬
老
の
日
と
し
て
、「
多
年

に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、長
寿

を
祝
う
日
」と
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
年
を
と
り
ま
す
。

し
か
し
、年
を
と
る
な
ら
幸
せ
な
年
の
と
り
方
を
し
た
い

も
の
で
す
。

今
月
は
、生
き
生
き
と
活
躍
し
、輝
い
て
い
る
高
齢
者
の
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
に
な
る
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
た
め
に
苦
労
は
惜
し
ま
な
い

★

★ 1キラリ

光齢者

特集　生き生きと輝く「光高齢」になろう
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特集　生き生きと輝く「光高齢」になろう

少年野球の公式戦で塁審を務め
る岩滝さん

75 歳以上の高齢者宅を訪問し、
声を掛ける志水さん。

　
「
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
に
、
デ
イ
ホ
ー

ム
事
業
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
」。
そ
う

語
る
の
は
、
上
高
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
森
木
萬
利
さ
ん
。
森
木
さ
ん
は
、
同

ク
ラ
ブ
傘
下
の
湯
川
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長

だ
っ
た
平
成
24
年
度
、
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
を

立
ち
上
げ
、
毎
月
1
回
を
目
標
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

デ
イ
ホ
ー
ム
は
、
概
ね
70
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
情
報
交
換
・
健
康
確
認
、
介

護
予
防
、
交
流
、
食
事
を
組
み
込
ん
だ
事
業

で
、こ
れ
に
取
り
組
む
公
共
的
団
体
に
対
し
、

市
が
助
成
し
て
い
る
も
の
で
、
年
々
取
り
組

む
自
治
会
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

湯
川
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
の
閉
じ
こ

も
り
対
策
と
し
て
冬
期
間
に
は
室
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
男
性

向
け
の
料
理
教
室
や
一
人
暮
ら
し
の
見
守
り

に
つ
な
げ
る
地
域
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
、
み
ん

な
で
支
え
あ
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

交
流
を
中
心
に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
達
成
す

る
喜
び
や
充
実
感
、
心
の
潤
い
が
会
員
に

元
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
99
・

57
％
と
い
う
ク
ラ
ブ
加
入
率
の
高
さ
か
ら
、

同
地
域
の
高
齢
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
同
じ
方
向

を
向
い
て
取
り
組
め
て
い
る
こ

と
で
、
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間

が
増
え
、
地
域
の
一
体
感
も
高

ま
り
、
地
域
が
変
わ
っ
て
き
た

と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

森
木
さ
ん
は
、「
デ
イ
ホ
ー
ム

に
取
り
組
ま
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
。
上
高
地
区
の
他
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
も
、
湯
川
老
人
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　高齢期を楽しく、生きがいを持って、
安心して暮らしていくためには、健康
で自立し、身近な仲間と支え合いなが
ら、心を豊かにしていくこと。それに
は社会参加し、地域に貢献していくこ
とがとても重要だと思います。
　私たち老人クラブは地域に根ざし、
地域と福祉を支える担い手となるべく
活動しています。仲間づくりや社会参
加、生きがいを見つけることができる
という点で、老人クラブの役割は、こ
れからますます大きくなると考えてい
ます。
　家にいるだけでは老化が進んでしま
います。そうならないきっかけとして
老人クラブへの加入をお勧めしていま
す。「老人」という言葉で加入をため
らう人もいますが、老人クラブは高齢
者による高齢者のための組織です。退
職前の仕事のスキルを生かすこともで
きますし、情報を共有し新たなつなが
りも生まれます。さまざまな活動を通
じて、達成感や満足感を得られ、語り
合い、共に支え合う機会も増えます。
　これからは高齢者が高齢者を支えて
いく時代です。そのためには、高齢者
が元気であるということが何より大切
です。行政や関連団体と一層連携を深
め、協働の力で高齢者が活躍する仕組
みをつくり、老人クラブが真に高齢者
のための組織となるよう充実発展に努
めていきます。

上
高
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
取
り
組
み

高
齢
者
の

元
気
づ
く
り
に「
貢
献
」

住 

田 

鉄 

也 

さ
ん

庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長

志 水 松 子 さん
（81歳・比和町）

しみず・まつこ

い
ま
す
。「
暑
く
て
畑
仕
事
は
や
め
て
も
、

審
判
は
喜
ん
で
行
く
ん
で
す
」と
妻
の
澄

子
さ
ん
も
あ
き
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

市
内
で
審
判
を
し
て
い
る
方
は
現
在

29
人
。80
歳
を
超
え
て
も
現
役
な
の
は

岩
滝
さ
ん
だ
け
。元
気
で
活
躍
で
き
る
秘

訣
は
、「
一
番
は
好
き
な
野
球
に
関
わ
れ

る
こ
と
。や
り
だ
し
た
ら
面
白
い
。次
は

体
の
手
入
れ
。打
球
を
追
わ
ん
と
い
け
ん

し
、動
け
ん
と
審
判
は
で
き
ん
。帰
っ
た

ら
風
呂
に
入
っ
て
手
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
り
、筋
を
伸
ば
し
た
り
い
つ
も
し
よ

う
る
。た
だ
こ
の
年
に
な
る
と
痛
み
が
と

れ
る
の
に
時
間
が
掛
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
体
を
さ
す
り
ま
す
。２
年
前
ま
で

体
を
使
う
自
動
車
整
備
業
を
営
ん
で
い

た
こ
と
も
、体
力
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

熱
燗
１
杯
を
毎
晩
欠
か
さ
な
い
の
も

元
気
の
源
で
す
。「
審
判
後
の
酒
は
特
に

う
ま
い
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。「
大

事
な
こ
と
は
何
で
も
ほ
ど
ほ
ど
に
楽
し

む
こ
と
」と
語
る
岩
滝
さ
ん
。青
空
の
下
、

心
躍
ら
せ
白
球
を
追
い
か
け
ま
す
。

　

口
和
町
大
月
に
暮
ら
す
岩
滝
謹
二
さ

ん
は
、ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
公
認
審
判
員
と

し
て
今
も
現
役
で
活
躍
す
る
、根
っ
か
ら

の
野
球
好
き
。「
小
さ
い
頃
か
ら
野
球
が

好
き
で
、気
づ
け
ば
審
判
ま
で
や
る
よ
う

に
な
っ
と
っ
た
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

地
元
野
球
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る

傍
ら
、30
歳
の
と
き
に
審
判
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
岩
滝
さ
ん
。地
域
の
野
球

大
会
な
ど
で
経
験
を
積
み
、昭
和
62
年

（
１
９
８
７
年
）に
公
認
審
判
員
を
晴
れ

て
取
得
。以
来
、市
内
の
野
球
大
会
を
は

じ
め
、交
流
の
あ
る
県
内
他
支
部
か
ら
の

応
援
要
請
な
ど
を
受
け
、数
々
の
熱
戦

を
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
き
ま
し
た
。ほ
ぼ
毎
週

土
日
に
数
試
合
あ
り
、１
年
で
２
０
０
試

合
以
上
を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
若
い
頃
は
い
く
ら
で
も
で
き
て
い
た

が
、今
は
さ
す
が
に
き
つ
く
な
っ
て
き
た

し
、最
近
の
暑
さ
は
体
に
こ
た
え
る
」と

話
す
と
お
り
、審
判
を
務
め
る
試
合
数

は
ぐ
っ
と
減
り
ま
し
た
が
、今
で
も
声
が

掛
か
れ
ば
何
は
さ
て
お
き
球
場
に
向
か

　

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
46
年
間

務
め
上
げ
た
志
水
松
子
さ
ん
。そ
の
経

験
を
生
か
し
、地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

志
水
さ
ん
が
住
む
比
和
町
比
和
上
組

地
区
で
は
、上
組
サ
ロ
ン
と
フ
レ
ッ
シ
ュ

サ
ロ
ン（
デ
イ
ホ
ー
ム
）と
い
う
２
つ
の

会
が
一
月
ご
と
で
交
互
に
実
施
さ
れ
て

い
て
、志
水
さ
ん
は
世
話
人
の
方
の
お
手

伝
い
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。現
在
一

人
暮
ら
し
の
志
水
さ
ん
に
と
っ
て
、サ
ロ

ン
は
自
身
が
交
流
で
き
る
楽
し
み
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
本
当
に
楽
し
い
集
ま
り
で
、皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
」。

　

人
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、自
身
よ
り

も
若
い
人
と
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
が

元
気
に
な
る
秘
訣
と
語
る
そ
の
表
情
は
、

と
て
も
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
た
時
の
人
脈
も

あ
り
、幅
広
い
世
代
と
交
流
が
あ
る
こ
と

か
ら
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
集
ま
る
住
宅
団
地
で
頼
り
に
さ
れ

る
存
在
で
す
。近
所
の
人
か
ら
相
談
を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、昨
年
か

ら
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
巡
回

相
談
員
」と
し
て
、地
域
の
75
歳
以
上
の

一
人
や
二
人
暮
ら
し
世
帯
を
回
り
、見
守

り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
何
か
あ
れ
ば
判
断
し
て
対
応
で
き
る

よ
う
、い
つ
も
正
し
い
知
識
を
得
て
、正

し
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
い

け
な
い
。そ
の
た
め
に
は
私
自
身
が
心
身

と
も
に
健
康
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」。

　

結
婚
し
て
比
和
町
に
移
住
し
て
以

来
、地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て

き
た
と
い
う
志
水
さ
ん
。地
域
へ
恩
返
し

す
る
こ
と
が
自
身
の
責
務
だ
と
強
く
感

じ
、こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
と
に
か
く
人
と
交
流
す
る
こ
と
。地

域
の
行
事
に
は
顔
を
出
し
て
、仲
良
く

し
て
、若
い
人
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
―
。

み
ん
な
か
ら
元
気
で
頑
張
り
ょ
う
っ
て

じ
ゃ
ね
、用
心
し
ん
さ
い
よ
と
言
わ
れ
た

ら
力
千
倍
。ま
あ
自
己
満
足
だ
け
ど
」。お

ど
け
た
表
情
で
そ
う
語
る
志
水
さ
ん
。地

域
へ
の
恩
返
し
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
き
ま
す
。

岩 滝 謹 二 さん
（80歳・口和町）

いわたき・きんじ

市内最高齢の軟式野球公認審判員

地域の相談役として精力的に活動
上高地区老人クラブ連合会
会長　森木萬

かず と し

利さん
　生き生きとした高齢者が増えるには、地
域の支え合いが必要です。上高自治振興区
では、上高地区老人クラブを高齢者福祉部
として位置づけ、自治振興区と連携しなが
ら、高齢者への支援活動を進めています。
　評価されている湯川老人クラブの活動を、

上高地区老連として各単位老人クラブに広げていきたいと考
えています。これからも会員の皆さんからのご意見を伺いな
がら、創意工夫して取り組んでいきたいと思います。

上
／「
湯
川
地
域
支
え
愛
マ
ッ
プ
」づ
く
り
。地
域
の
課
題
を
情
報
共
有
し
、

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
る
。下
／
湯
川
老
人
ク
ラ
ブ
は
活
動
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、25
年
度
老
人
保
健
福
祉
観
光
功
労
者
等
知
事
表
彰
を
受
賞
。

社会参加で心輝く高齢
者を目指しましょう

★

★
2

キラリ

光齢者

★

★
3
キラリ

光齢者
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　広報しょうばら７月号でお知らせしましたとおり、10
月以降、住民票を有する住民一人一人に 12 桁のマイナ
ンバー（個人番号）が通知されます。住民票の住所宛て
にマイナンバーが記載された「通知カード」が送付され
ます（※）。中長期在留者や特別永住者などの外国人も
対象です。（通知カードは全国の市町村の委任を受けた

「地方公共団体情報システム機構」から発送されます。）
　マイナンバーは一生使うものです。漏えいして不正
に使われるおそれがある場合を除いて一生変更されま
せん。大切にしてください。

※留意事項
①住民票の住所と異なるところにお住まいの方は、市

役所で住所変更をして
ください。
②ＤＶなどのやむを得
ない理由により住民票
の住所と異なるところ
にお住まいの方は、申
請により送付先を変更
することもできますの
で、戸籍住民係までご
相談ください。

●個人番号カードの申請方法
　通知カードと一緒に個人番号カードの申請書が
入っていますので、必要事項を記入し証明写真と
ともに「地方公共団体情報システム機構」へ送付。
　カードの受け取りにあたっては、来年１月以降、
申請人本人が市役所に来庁する必要があり、写真
付の身分証明書の確認など、本人確認を実施した
のちカードを交付します。

●住民基本台帳カード（住基カード）を　　　　　
　所有している方へ
　現在、住基カードを所持している方は、カードの
有効期限までは住基カードが有効ですので、新た
に個人番号カードを取得する必要はありません。
　また、住基カードの中に電子証明書を記録して
いる場合でも、電子証明書の有効期限までは証明
書は有効ですので、新たに個人番号カードを取得
する必要はありません。

「個 人番号カード」は希望者のみ
4 4 4 4 4

交付されます

　個人番号カードは、来年１月以降、申請により交付します。
表面に氏名、住所、生年月日、性別と本人の顔写真が表示
され、裏面にマイナンバーが記載されます（※１）。
○個人番号カードには特別な機能はついておらず、カードを
使って住民票や印鑑証明が取得できるものではありません。
○カードについているＩＣチップには、所得税の電子申告の
際に必要な電子証明書が記録されています（※２）ので、新
規に電子証明書を取得する際は、個人番号カードの申請が
必要です。

◇留意事項◇
※１　法律で認められた場合を除き、個人番号カードの裏面
をコピーすることなどは法律違反になるので、注意してくだ
さい。
※２　所得の情報や病気の履歴などのプライバシー性の高
い個人情報は記録されません。従って、個人番号カードから
全ての個人情報が分かってしまうことはありません。

来年１月以降、税や社会保障の行政手続でマイナンバーが必要になります。
当面、①所得税および復興特別所得税の確定申告をするときに税務署にマイナン
バーを提示、②税や社会保障の手続きで、勤務先に「本人と被扶養者」のマイナン
バーを提示―といった場面で利用することになります。

　

昨
年
の
９
月
に
着
工
し
た
庄
原

小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
が
、本

年
12
月
の
完
成
に
向
け
、順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。既
に
内
装
が
仕

上
げ
ら
れ
た
部
屋
も
あ
り
、現
場

　

庄
原
小
学
校
の
現
プ
ー
ル
は
、

建
築
か
ら
既
に
47
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
プ
ー
ル
か

ら
の
水
漏
れ
が
激
し
く
な
り
、
シ
ー

ズ
ン
中
で
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
対
策
を
検

討
し
た
結
果
、
老
朽
化
も
激
し
い

こ
と
か
ら
プ
ー
ル
本
体
だ
け
で
は

な
く
、
配
管
や
機
械
室
を
含
め
、

全
面
改
築
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
現
プ
ー
ル
は
、
既
に
７
月
か

ら
解
体
工
事
を
進
め
、
現
場
作
業

は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
プ
ー
ル
の
本
体
は
、水
漏

れ
を
起
こ
し
に
く
い
ス
テ
ン
レ
ス

製
と
し
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
高
学

は
作
業
す
る
多
く
の
工
事
関
係
者

で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
構
造
は
木
造
（
一
部
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）二
階
建
て

で
、建
物
の
外
観
は
、そ
の
昔
庄
原

の
学
び
の
舞
台
で
あ
っ
た
『
庄
原

英
学
校
』、『
旧
庄
原
中
学
校
』の
た

た
ず
ま
い
を
受
け
継
ぎ
、銀
黒
の

瓦
屋
根
や
杉
の
下
見
板
張
り
（
濃

い
茶
色
）の
外
壁
を
用
い
た
、落
ち

着
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

校
舎
の
完
成
後
は
、冬
休
み
を

中
心
に
引
越
し
作
業
を
行
い
、来

年
１
月
の
３
学
期
か
ら
新
校
舎
を

利
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

年
用
プ
ー
ル
（
長
方
25
ｍ
）
と
低

学
年
用
プ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

完
成
は
来
年
３
月
の
予
定
で
す
。

個
マ イ ナ ン バ ー

人番号
通知カードが
送付されます
市民生活課戸籍住民係　☎ 0824-73-1157

庄原小学校
完成間近 教育総務課学校管理係

☎ 0824-73-1186

○改築工事が進む庄原小学校

●庄原小学校プールの完成予定図

マイナンバー
はどんなとき
に必要になる
の？

Ｑ

表面 裏面

Ａ

校
舎
改
築
工
事 

～
12
月
完
成
予
定
～

プ
ー
ル
改
築
工
事 

～
９
月
着
工
～

庄
原
小
学
校
に
関
す
る

今
後
の
工
事
予
定

平
成
27
年
度

▼
校
舎
改
築
、プ
ー
ル
改
築

平
成
28
年
度

▼
屋
内
運
動
場
改
築

▼
現
校
舎
解
体

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

　（
～
平
成
29
年
度
）

平
成
29
年
度

▼
現
屋
内
運
動
場
解
体

庄原小学校　
廣 澤 伸 高 校長

■インタビュー

※行事などの詳細は、市ホームページ内
の「庄原小学校改築事業」のページでご
覧になれます。

　新しい校舎の完
成が近づくにつれ、
その立派な校舎の外観について、
声を掛けていただくことも増えて
きました。校舎の内部には木材が
ふんだんに使われ、新たな学びの
場に期待を寄せています。
　子どもたちも新しい校舎の工事
現場が気になるようで、「いつ新し
い校舎で勉強できますか？」と私
に話しかけ、完成を待ち遠しく思
っています。
　また今後、歴史と思い出の詰ま
った現校舎の見学会や、お別れ会
も計画していますので、関係者の
方々のご参加をお待ちしています。
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図１図２

　

自
治
振
興
区
が
実
施
す
る
地
域
課

題
の
解
決
や
、
地
域
づ
く
り
な
ど
を

支
援
す
る
「
自
治
振
興
区
活
動
促
進

補
助
金
」
の
本
年
度
採
択
事
業
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

11
自
治
振
興
区
14
事
業
が
採
択
さ

れ
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
将
来
像
や

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
ま
と
め
た
「
地
域
振
興
計
画
」

に
基
づ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
創
意

工
夫
を
図
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

自治定住課自治まちづくり係　☎ 0824-73-1209

●平成 27 年度庄原市自治振興区活動促進補助金採択事業一覧

魅力ある地域づくりへ―

14事業を採択
　平成27年度自治振興区活動促進補助金事業

地域 振興区 事業名 事業内容 補助金交付
決定額（円）

庄原

本村 後迫集会所周辺整備事業
未舗装の駐車スペースを舗装し、スロープを設置。花桃・
芝桜・つつじを植栽するなど集会所の周辺を整備美化す
ることで野外活動の場を確保する。

1,534,000

東 食文化の掘り起こし事業 食品乾燥機を導入し、乾燥野菜などの食品づくりを行う。 138,000

山内 地域福祉拠点整備事業

自治振興センターや各集会施設に机や椅子、映像機器を
配備し、地域の福祉拠点を整備。映像を用いた高齢者向
けのサロン内容を増やすことで、地域包括ケアに対応す
る地盤をつくる。

1,732,000

北
北自治振興区地域デイホ
ーム活動促進および災害
時避難所整備事業

介護予防に向けた高齢者支援の取り組み、老人クラブの
活動とデイホーム事業活動を促進するため、必要な備品
を整備。併せて災害時避難所の設備も整備する。

596,000

東城

東城

陶芸窯整備事業
古くなった陶芸窯を電気式の窯に刷新し、生涯学習事業
や青少年の健全育成の一環として、夏休み子ども教室や
陶芸体験を行い、地域の教育力向上を目指す。

1,875,000

秋葉大権現常夜灯
整備事業

地域のシンボルである常夜灯の補修工事を行い、先人が
築き上げた遺産を大切に保存し、住民の語り場・憩いの
場を作る。

730,000

田森

森林の匠塾木工
機械整備事業

森林の匠塾の活動に必要な備品を整備し、森林資源を生
かした創作活動を通じ地域の魅力を再生する。 399,000

JR 内名駅開業60周年
記念事業

JR 内名駅開業 60 周年に合わせ、記念体験乗車・記念セ
レモニー、秘境駅写真展など記念事業を行う。秘境駅の
魅力を情報発信し、鉄道ファンとの交流を促進すること
で、地域に夢と活力を取り戻し、地域の再生を進める。

160,000

小奴可の
里

小奴可の里特産品
開発備品整備事業

自動醗酵器 ･ 釜を整備し、地域伝統の味噌作りを行うと
ともに、新たな委託加工や販売事業を促進する。 855,000

新坂 『新坂の歴史と文化』
発刊事業

地域有識者を集めて編纂委員会を組織し、資・史料収集
調査を行い、A5・360 ページの『新坂の歴史と文化』を
発行する。

706,000

口和 口和

金田さくら公園グラウン
ドゴルフ場トイレ棟整備
事業

既存の簡易トイレを撤去し、新たなトイレ棟を設置。利
用者の利便性の向上と利用促進を図る。 1,258,000

口和地域防災マップ
作成事業

自治振興センター屋外放送器具を整備し、災害避難訓練
などを行うとともに、昨年度作成した防災マップを各世
帯へ配布することで、地域住民の安全安心なまちづくり
を行う。

1,031,000

比和 比和 エキナセア茶特産品
拡大事業

比和町古頃地域で生産されているエキナセアを、お茶に
加工し地域の特産品として安定供給をするために、食品
乾燥機を導入する。

118,000

総領 総領
地域ぐるみの教育プロジ
ェクトによる未来志向の
地域活性化事業

昨年度策定したアクションプランをもとに、子ども塾を
開催し、地域ぐるみの教育活動を通じて、地域の活性化
に向けた効率的で効果的な事業運営を行う。

604,000

補助金交付決定額合計　11,736,000円

母子保健母子保健母子保健
コーナー

　
運
動
発
達
に
関
す
る
相
談
で
多
い
内
容

　

市
が
実
施
し
て
い
る
運
動
発
達
相
談
事
業

で
は
、
月
齢
や
年
齢
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
乳
幼
児
期
の
Ｏ

脚
や
Ｘ
脚
、
足
が
内
側
に
向
い
た
歩
き
方
を

心
配
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、「
歩
き
方
が

お
か
し
い
」「
よ
く
転
ぶ
」と
感
じ
て
相
談
に

来
ら
れ
ま
す
。

　

足
が
内
側
に
向
く
歩
き
方
の
中
に
は
、
足

部
の
骨
形
成（
足
ア
ー
チ
）が
成
長
す
る
過
程

で
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
と
し

て
、
図
１
の
よ
う
に
踵か

か
と

が
外
側
に
少
し
動
い

て
成
長
し
、
足
の
裏
の
筋
肉
が
緩
み
や
す
く

な
る
た
め
土
踏
ま
ず
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
症
状
が
起
き

ま
す
。
予
防
に
は
、

遊
び
な
ど
を
通
じ
て

足
裏
の
筋
肉
の
発
達

を
促
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

足
を
そ
ろ
え
て
立

っ
た
と
き
、
両
膝
の

間
に
す
き
間
が
で
き

る
の
が
Ｏ
脚
、
両
膝

が
く
っ
つ
い
た
り

重
な
り
合
っ
た
り
す
る
の
が
Ｘ
脚
で
す（
図

２
）。
乳
幼
児
期
は
、
骨
関
節
の
発
達
に
よ

り
Ｏ
脚
か
ら
Ⅹ
脚
の
過
程
で
成
長
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
Ｏ
脚
が
普
通
で
、
２
歳
頃
ま
で

そ
の
状
態
が
続
き
ま
す
。
２
歳
か
ら
３
歳
頃

に
は
逆
に
少
し
Ｘ
脚
傾
向
が
普
通
で
、
こ
れ

は
７
歳
頃
ま
で
続
き
、
そ
の
後
に
真
っ
す
ぐ

な
脚
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
Ｏ
脚
は
両
膝

の
間
が
２
㎝
程
度
の
す
き
間
な
ら
心
配
な

く
、
Ｘ
脚
は
両
く
る
ぶ
し
の
間
が
２
㎝
程
度

の
す
き
間
な
ら
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
両
膝
の
す
き
間
が
５
㎝
以
上
も

あ
く
Ｏ
脚
は
、
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
大
部
分
の
子
ど
も
の
Ｏ
脚
や
Ｘ
脚

は
問
題
の
な
い
発
達
で
す
が
、
気
に
な
る
場

合
は
保
健
医
療
課
ま
た
は
医
療
機
関
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

運
動
発
達
相
談
…
奇
数
月
第
２
月
曜
日
午

後
。理
学
療
法
士
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

（
予
約
制
）

相
談
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
　

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

子
ど
も
の
運
動
発
達

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

文
：
市
立
西
城
市
民
病
院　

理
学
療
法
士　

海
渡
聡
子

庄原市に光がやってきます

その７

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

広
報
広
聴
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

　

市
は
、
市
内
全
域
に
整
備
さ
れ
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
回
線
を
活
用
し
て
、
緊
急
情
報
や

行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
告
知
放
送
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
本
年
度
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
が
整
備
さ
れ
る
エ
リ
ア
の
住
民
・
事
業

所
な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
、
告
知
端
末
使
用
申
請
書
を
配

布
し
て
住
民
告
知
端
末
（
放
送
が
聞
け
る
機

器
）
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
を
提
出
し
た
方
に
は
、
申
請
内
容

の
確
認
や
工
事
日
の
日
程
調
整
の
た
め
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
中
国
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
電
話
番
号
が
「
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ひ
か
り
電
話
」
で

使
用
す
る
電
話
機
は
新
し
い
も
の
を
購
入
す

べ
き
な
の
か
？
と
い
う
質
問
を
い
た
だ
き
ま

す
。

　

説
明
会
で
も
お
話
し
て
い
ま
す
が
、「
ひ

か
り
電
話
」
に
な
っ
て
も
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
電
話
機
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
必
ず
し
も
新
し
い
電
話
機
を
購

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

庄
原
市
に
光
が
や
っ
て
き
ま
す

告
知
端
末
使
用
申
請
書
を
提

出
し
た
方
に
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
中
国
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
０
８
０
０
‐

２
０
０
‐
３
４
９
９
）」
か
ら

電
話
が
あ
り
ま
す
！

「
ひ
か
り
電
話
」
で
は
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

電
話
機
を
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
！

３
４
９
９
」
の
た
め
、「
０
８
０
‐
●
●
●

●
‐
●
●
●
●
」
の
携
帯
電
話
と
勘
違
い
さ

れ
、
不
審
電
話
と
し
て
電
話
を
切
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
告
知
端
末
の

設
置
・
光
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
必
ず
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
と
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ご
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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●シリーズ　障害を知り、共に生きる●

シ
リ
ー
ズ　

障
害
を
知
り
、共
に
生
き
る

　
今
月
は
「
内
部
障
害
」

　
内
部
障
害
と
は

　

内
臓
機
能
の
障
害
で
あ
り
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
で
は「
心
臓
機
能
」「
呼
吸
器
機
能
」

「
腎
臓
機
能
」「
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
」「
小
腸

機
能
」「
肝
臓
機
能
」「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル

ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
る
免
疫
機
能
」の
７
種
類

の
機
能
障
害
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す

○
外
見
か
ら
分
か
り
に
く
く
、
周
り
か
ら
理

解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
電
車
や
バ
ス
の
優
先

席
に
座
り
に
く
い
、
障
害
者
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
駐
車
し
に
く
い
な
ど
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス

を
受
け
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

※
内
部
障
害
１
～
４
級
の
方
は
、「
広
島
県

思
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
」
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

○
障
害
の
あ
る
臓
器
だ
け
で
な
く
、
全
身
機

能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
体
力
が

低
下
し
、
疲
れ
や
す
い
で
す
。
重
い
荷
物
を

持
つ
、
長
時
間
立
っ
て
い
る
な
ど
の
身
体
的

負
担
を
伴
う
行
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
集
中
力
や
根
気
が
続
か
ず
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
「
呼
吸
器
機
能
障
害
」
の
あ
る
方
は
、
タ

バ
コ
の
煙
な
ど
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
す
。

○
「
腎
臓
機
能
障
害
」
に
は
、
人
工
透
析
治

療
を
受
け
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
定
期
的
な

通
院
へ
の
理
解
と
時
間
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

○
「
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
障
害
」
で
、
人

工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
を
使
用
し
て
い
る

方
は
、
専
用
の
ト
イ
レ
が
必
要
で
す
。

　
こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

◉
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
障
害
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
➡
障
害
の
種
類

や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
外
見
で
は
分
か

り
に
く
く
、
周
り
か
ら
理
解
さ
れ
ず
に
苦
し

ん
で
い
る
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ

う
。

◉
風
邪
な
ど
を
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。
➡
体
力
が
低
下
し
て
い
る
た

め
、
風
邪
な
ど
に
感
染
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
臓
器
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
周
り
の
人
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

vol.4

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

　

庄
原
警
察
署
で
は
本
年
、「
安
全
・
安
心

庄
原
い
ち
ば
ん
の
実
現
、
ア
ン
ダ
ー
１
０
０

作
戦
」
と
し
て
、「
犯
罪
抑
止
」
と
「
交
通

事
故
抑
止
」
の
２
つ
の
大
き
な
柱
を
立
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

特
殊
詐
欺
の
水
際
阻
止
の
た
め
、
高
額
の
現

金
を
引
き
出
さ
れ
る
方
が
い
た
場
合
、
金
融

機
関
か
ら
通
報
を
受
け
、
警
察
官
が
直
接
お

話
を
伺
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
防
ご
う
特
殊
詐
欺
被
害

　

庄
原
市
内
で
「
現
金
を
送
れ
」
と
い
う
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

犯
人
は
色
々
な
手
口
を
使
っ
て
、
あ
な
た
を

騙だ
ま

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

○
心
当
た
り
の
な
い
電
話
は
詐
欺
を
疑
う

○
お
金
、
権
利
書
な
ど
の
話
が
出
た
ら
詐
欺

○
「
現
金
を
送
れ
」
は
絶
対
に
詐
欺

○
「
権
利
書
を
譲
れ
」「
裁
判
に
な
る
」「
警

察
に
逮
捕
さ
れ
る
」「
弁
護
士
」
の
話
が
出
た

ら
詐
欺

○
「
即
断
」
よ
り
、
ま
ず
「
相
談
」

　

不
審
な
電
話
に
は
家
族
、
知
人
、
警
察
に

必
ず
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ア
ン
ダ
ー
１
０
０
作
戦
の
「
１
０
０
」
は
、

県
内
で
の
「
特
殊
詐
欺
被
害
を
10
億
円
以
下

に
す
る
」「
交
通
事
故
死
者
数
を
90
人
以
下

に
す
る
」
と
い
う
目
標
数
値
の
合
計
を
示
し

て
い
ま
す
。

庄
原
警
察
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

　ハート・プラスマーク

　内部障害のある方には、外見から
分かりにくいため、ハート・プラス
マークを付けている方がいます。

こ の マ ー ク
を 着 用 し て
い る 方 を 見
か け た 場 合
に は、 内 部
障 害 へ の 配
慮 を お 願 い
します。

●庄原警察署の刑法犯・交通死亡事故抑止目標
刑法犯認知件数　１２８件以下
交通死亡事故者数    １人以下

●庄原警察署管内の刑法犯認知件数・人傷交通事故件数（７月末）
区分 H27.7 H26.7 前年比  増減数

刑法犯総数 59件（5） 84件（0） －25件（5）
( 　) 内は特殊詐欺発生件数
７月末現在、既遂２件・未遂３件、被害総額は３０８万円

区分 H27.7 H26.7 前年比  増減数
人傷事故件数 48件（1） 48件（2） 0件（－1）

(　 ) 内は死者数

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

が
ん
検
診
を
受
診
後
に
「
精
密
検
査
」
の

お
知
ら
せ
が
届
い
た
時
、
皆
さ
ん
は
ど
う
対

応
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
す
ぐ
に
診
て
も
ら
う
」人
も
い
れ
ば
、「
毎

回
精
密
検
査
の
知
ら
せ
が
届
く
け
ど
毎
回
大

丈
夫
だ
か
ら
、
受
け
な
く
て
い
い
か
な
」
と

い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
は
、「
自

覚
症
状
が
な
い
し
、
も
う
少
し
様
子
を
み
た

い
」「
仕
事
も
休
め
な
い
の
で
、
も
う
少
し

後
で
受
け
よ
う
」
と
、
精
密
検
査
を
す
ぐ
に

受
け
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
「
が

実際にがん検診を受けて
がんが見つかった方からのコメント
西城町　Ｙさん（女性・80 歳代）

　もう年だし、今は元気だから大丈夫かなと思って７
年ほど健康診断やがん検診を受けていませんでした。
健診の締め切り間際に友人から「年は関係ないから、
一緒に受けよう」と誘われ、久しぶりに乳がん検診
を受けてみると、乳がんの疑いという結果が・・・。
若い時に何度か乳がん疑いで診てもらっていたので、
精密検査を受けなくても大丈夫かなと思っていました
が、保健師さんに勧められてすぐ外科を受診。自覚
症状はありませんでしたが、検査の結果早期がんと
判明し、手術を受けました。今、術後丸３年を迎えま
した。健診と精密検査を受けて本当に良かった。誘っ
てくれた友人が命の恩人です。

ん
」
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
が
１
㎝
の
大

き
さ
に
な
る
に
は
15
年
か
ら
20
年
か
か
り
ま

す
が
、
１
㎝
か
ら
２
㎝
に
な
る
に
は
わ
ず
か

１
年
半
程
度
と
非
常
に
短
期
間
で
す
。
早
期

の
が
ん
は
２
㎝
以
下
を
指
す
た
め
、
が
ん
を

早
期
に
発
見
す
る
に
は
、「
少
な
く
と
も
２

年
に
１
度
」
は
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
庄
原
市
の
が
ん
検
診
で
は
、
毎
年
、

数
人
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
参

照
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
精
密
検
査
を
受
け

て
初
め
て
分
か
る
こ
と
で
す
。

　
「
受
け
っ
ぱ
な
し
」
の
検
診
で
な
く
、
精

密
検
査
が
必
要
と
い
う
結
果
が
届
い
た
ら
自

己
判
断
せ
ず
に
必
ず
専
門
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

【健診シリーズその２】

西城支所市民生活室

専門員 主任保健師

精密検査は
必ず受けましょう！

～がん検診編～

健康広場

保村 深雪 大前 弥生

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

（単位：人）

検査項目 受診者数 要精密検査数 がんが発見
された人数

要精密検査
未受診者数

肺がん 1,897 82 1 5

胃がん 1,243 77 3 7

大腸がん 1,856 135 7 20

前立腺がん 589 36 7 5

子宮がん 1,023 20 1 2

乳がん 665 55 7 2
（H27年４月30日現在集計結果より抜粋）

乳がん検査
（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ）

胃がん検査
（バリウム）

　平成 26年度集団健診がん検診Topic

 　西城市民病院では、日曜日に脳ドックを
受けられる体制を整え、８月から健診を開
始しました。
　脳ドックでは、MRI（エムアールアイ）検
査を行います。この検査とあわせて、動脈
硬化の程度を確認する頸部エコーも実施し
ます。利用料金や申し込み方法など、詳し
くはお問い合わせください。

●実施日：毎月第４日曜日 ９時～
●対象者：40 歳以上の方
●申し込み・問い合わせ
　西城市民病院医事係　☎0824-82-2611

“サンデー脳ドック”を
ご利用ください

９月は
「がん征圧」

月間です。
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●比和バレーボールスポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　一般社団法人　庄原青年会議所

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ 市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、情報政策課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

母：「マンマ」と食欲

旺盛のはんなちゃんで

す！たくさん食べて大

きくなってね！

飯い
い
だ田
は
ん
な
ち
ゃ
ん
（
西
本
町
）

Ｈ
26
年
７
月
１
日
生
ま
れ

父・母：お歌大好き春
奈ちゃん。パパとママ
は、あなたの笑顔が大
好きです。

田た
な
か中　

春は
る
な奈

ち
ゃ
ん
（
上
原
町
）

Ｈ
25
年
１
月
４
日
生
ま
れ

父・母：いつもニコニコ、

やんちゃな翔馬。元気

にスクスク大きくなっ

てね。

田た
な
か中　

翔し
ょ
う
ま馬

く
ん
（
上
原
町
）

Ｈ
26
年
４
月
17
日
生
ま
れ

父・母：愛嬌が良く負
けん気が強い瑛ちゃん。元気に育ってね♪

片か
た
お
か岡　

瑛え
い
と虎

く
ん
（
板
橋
町
）

Ｈ
24
年
12
月
４
日
生
ま
れ

　比和バレーボールは、小学６年生４人、４年生２人、１年生１人の
計７人が在籍し、週３日頑張って練習をしています。
　昨年度までは、少女バレーとして活動していましたが、本年度から
男子１人が加わり、比和バレーボールと改名しました。練習の成果も
表れ始め、今年は勝利数が増えていますが、上位に食い込むにはもう
少し努力が必要なよう
です。
　監督、コーチをはじめ
保護者一同も協力し、楽
しくバレーができるよ
うに取り組んでいます。
来年度は６年生４人が
卒業するため、部員が３
人になります。男女問わ
ず１人でも多くの部員
を募集していますので、
興味のある方はぜひご
連絡ください。
連絡先　小田高通
☎ 0824-85-2402

市は市内で活動し
ている市民活動団
体の登録制度をつ
くり広く公開して
います。
市民活動の充実、
まちづくりの連携
や協働を進めるた
め情報をお届けし
ます。

博紀さんは広島市出身。45歳。大阪府の大
学卒業後、約10年間大阪で勤務したのち広
島県に帰郷。大久野島で３年間勤務している
間に真耶さんと出会う。平成23年、東城町
の農業法人に就職し夏イチゴに出会う。３年
後高野町に移住しイチゴ農家に。耕地面積
は３．５アール。夫婦２人暮らし。

　１９６５年に全国２９２番目の青年会議所として 36 人のメン
バーで誕生。今年で設立 50 周年を迎えました。修練・奉仕・友情の
三つの信条のもと、よりよい社会づくりをめざし、ボランティアや行
政改革などの社会的課題に積極的に取り組んでいます。

【問い合わせ】	 事務局（庄原商工会議所内）　☎0824-72-2121
【ホームページ】　http://shobara-jc.skr.jp/

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治まちづくり係（☎ 0824-73-1209）まで。

活 動
内 容

子どもの成長、人材の育成、地域発展に寄与する活動など

谷
たにぐち

口 博
ひろのり

紀さん・真
ま や

耶さん（高野町）
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
、

で
き
ま
し
た

突
き
動
か
さ
れ
て
―

　

谷
口
さ
ん
は
、
大
阪
で
大
学
を
卒
業
後
、

司
法
書
士
事
務
所
で
約
10
年
間
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
や
が
て
父
の
体
の
調
子
が
悪
く
な

り
、
広
島
へ
帰
郷
。
大
久
野
島
の
宿
泊
施
設

で
働
い
て
い
る
間
に
、
妻
と
な
る
真
耶
さ
ん

に
出
会
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
、

そ
し
て
原
発
事
故
が
起
き
ま
し
た
。“
今
こ

そ
農
業
が
大
切
で
あ
る
、
食
の
安
全
を
自
分

で
確
保
し
な
く
て
は
”
と
い
う
思
い
に
突
き

動
か
さ
れ
、
就
農
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

味
へ
の
こ
だ
わ
り

　

就
農
し
よ
う
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
と
、

東
城
町
の
農
業
法
人
の
求
人
が
あ
り
、
早
速

働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
夏
イ
チ
ゴ
と
出

会
っ
た
谷
口
さ
ん
は
、
高
野
町
の
農
業
委
員

の
方
に
土
地
と
家
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、

昨
年
の
７
月
か
ら
高
野
町
に
真
耶
さ
ん
と
と

も
に
移
住
し
、
ハ
ウ
ス
を
２
棟
建
て
ま
し
た
。

　
「
庄
原
は
自
然
が
豊
か
で
、
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
人
が
良
い
し
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
過
ご
せ
ま
す
。
大
阪
で

は
み
ん
な
せ
か
せ
か
と
し
た
印
象
で
し
た

が
、
こ
こ
で
は
自
然
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

働
け
ま
す
」
と
、
谷
口
さ
ん
夫
妻
は
に
こ
に

こ
と
顔
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

　

谷
口
さ
ん
は
土
耕
の
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
土
耕
だ
と
水
っ
ぽ
く
な
く
味
が
濃
厚
に

な
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
無
農
薬
・
無
肥
料

に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
も
作
っ
て
い
ま
す
。
虫
に

悩
ま
さ
れ
、
数
も
少
な
い
な
が
ら
、「
お
い
し

さ
な
ら
ど
こ
に
も
負
け
な
い
イ
チ
ゴ
が
で
き

た
」と
谷
口
さ
ん
は
自
信
を
持
っ
て
言
い
ま
す
。

　

こ
の
８
月
か
ら
収
穫
が
始
ま
っ
た
イ
チ
ゴ

は
、
夏
だ
け
で
な
く
年
中
収
穫
し
、
道
の
駅

や
菓
子
店
な
ど
に
卸
す
そ
う
で
す
。「
い
つ

か
規
模
を
大
き
く
し
、
観
光
農
園
に
し
て
、

こ
の
イ
チ
ゴ
の
お
い
し
さ
を
み
ん
な
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
谷
口
さ
ん
は
夢
を
描
い

て
い
ま
す
。

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

ハウスの中はイチゴの甘い香り

濃厚な味の土耕イチゴ

vol.3
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今
年
も
熱
か
っ
た
！

市
内
の
祭
り
を
カ
メ
ラ
が
追
い
ま
し
た
。

８
月
１
日　

七
夕
ま
つ
り
in
ふ
る
さ
と
高
野　

13

８
月
13
日　

ヒ
バ
ゴ
ン
郷
ど
え
り
ゃ
あ
祭　

14

８
月
15
日　

東
城
遊
夏
祭　

15

　
　
　
　
　

比
和
ふ
る
さ
と
の
盆
踊
り
花
火
大
会　

９

８
月
22
～
23
日　

庄
原
よ
い
と
こ
祭　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
～
８
、10
～
12
、14
、16

１

２ 1

４５９

1011

121314

８

17

1516

６７

３
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  SHISEI  Topics

　市政トピックス 
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戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、恒
久

平
和
を
祈
念
す
る
「
庄
原
市
戦
没
者
追

悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」を
８
月

21
日
、庄
原
市
民
会
館
で
行
い
、遺
族
を

は
じ
め
、来
賓
や
一
般
の
方
、児
童
生
徒

な
ど
約
７
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
式
辞
で
木
山
耕
三
市
長
は
、

「
戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
継
承
し
、戦

争
の
惨
禍
で
誰
も
苦
し
む
こ
と
の
な
い

時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
の

使
命
で
あ
る
」と
恒
久
平
和
へ
の
思
い

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、戦
没
者
の
ひ
孫
に
あ
た
る
高

町
の
山
本
規
正
さ
ん
が
「
若
い
世
代
の

者
が
、絶
対
に
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
平

和
な
国
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
、平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、参
列
者
全
員
で
黙
祷
、献
花
を

行
い
、本
市
出
身
の
戦
没
者
２
９
２
３

人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

追
悼
吟
詩
、口
北
小
学
校
児
童
の
合

唱
、口
和
本
の
会
に
よ
る
朗
読
、東
城
高

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、

改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻
み
ま

し
た
。

70 年の節目に不戦を誓い、平和を願う
庄原市戦没者追悼式・平和祈念式典

社会
福祉課

庄原の里山を巡る
「しょうばら里地里山健康歩き講座」スタート

商工
観光課

　

市
と
市
観
光
協
会
は
、「
し
ょ
う

ば
ら
里
地
里
山
健
康
歩
き
講
座
」を

6
月
20
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、「
健
康
」、「
旅
」、

「
山
歩
き
」の
専
門
家
で
、国
内
外
で

活
躍
し
て
い
る
清
水
正
弘
さ
ん
を

ガ
イ
ド
に
、神
話
や
伝
説
の
物
語
が

数
多
く
残
さ
れ
た
本
市
の
里
山
を

巡
る
全
６
回
の
ツ
ア
ー
企
画
で
す
。

　

６
月
20
日
、７
月
12
日
の
比
婆

山
、８
月
８
日
の
吾
妻
山
を
巡
る

コ
ー
ス
に
延
べ
約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。参
加
者
は
「
庄
原
の
里
山

な
ら
で
は
の
自
然
風
景
を
味
わ
い

な
が
ら
散
策
を
楽
し
め
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、９
月
26
日
㈯
に
葦
嶽
山
、

11
月
7
日
㈯
に
帝
釈
峡
、来
年
２

月
11
日（
木
・
祝
）に
比
婆
山
で
実
施

し
ま
す
。参
加
費
は
、食
彩
館
し
ょ

う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
発
着
で
１
人

５
千
円
で
す
。参
加
を
ご
希
望
の
方

は
、ひ
ろ
で
ん
中
国
新
聞
旅
行
（
☎

０
８
２
‐
５
４
３
‐
２
０
２
２
）へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

老杉群に囲まれた熊野神社を散策

　

東
城
自
治
振
興
区
と
共
催
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
研
修
会
」を
7
月

23
日
、東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、自
治
振
興
区
や
自
治
会
役

員
を
含
め
69
人
の
市
民
が
集
い
、意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
セ

ン
タ
ー
森
下
浩
子
さ
ん
の
助
言
の

も
と
、「
高
齢
者
を
支
え
る
世
代
が

さ
ら
に
減
る
た
め
、福
祉
や
介
護
の

専
門
家
だ
け
で
は
、今
後
の
超
高
齢

社
会
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
な

い
」、「
介
護
保
険
制
度
は
大
切
な
仕

組
み
だ
が
、こ
れ
を
維
持
し
て
行
く

た
め
に
は
“
自
助
”だ
け
で
な
く
、

地
域
の
中
で
お
互
い
に
支
え
合
っ

て
い
く
“
互
助
”が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
」と
の
認
識
に
立
ち
、参
加

者
全
員
で
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
近
隣
に
あ
い

さ
つ
や
声
か
け
を
し
、人
と
の
つ
な

が
り
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
」と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

町ぐるみで支えあいの仕組みを考える
地域包括ケア研修会を開催

東城支所

研修会の様子

１ 

東
城
高
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏

２ 

口
北
小
児
童
に
よ
る
合
唱

３ 

平
和
の
誓
い
を
述
べ
る
山
本
さ
ん

４ 

献
花
す
る
小
学
生

５ 

被
爆
体
験
記
を
朗
読
す
る
口
和
本
の
会

人生の節目に飛躍を誓う
庄原市成人式

　

平
成
27
年
度
庄
原
市
成
人
式
が
８
月

15
日
、
庄
原
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

が
対
象
で
、
市
内
在
住
者
と
本
市
出
身

者
３
４
２
人
の
う
ち
２
７
９
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
木
山
耕
三
市
長
が
「
庄
原

で
育
ち
体
験
し
た
こ
と
を
原
動
力
と
し

て
発
揮
し
、
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
前
岡
航
さ
ん

（
川
北
町
）
が
「
こ
れ
か
ら
は
支
え
る

側
と
し
て
、
社
会
に
お
返
し
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
タ
レ
ン
ト
で
庄
原

市
ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る
西
田
篤
史

さ
ん
が
講
演
し
、「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
す
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
る
」
と

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
後
に
行
わ
れ
た
実
行
委
員
会

主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
参
加

者
は
友
人
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
、
久
々
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

１ 

決
意
表
明
す
る
前
岡
さ
ん

２ 

西
田
さ
ん
が
新
成
人
を
激
励

３ 

祝
賀
バ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
む
新
成
人

生涯
学習課

　

市
は
本
年
度
新
た
に
、市
内
小
学
５
・

６
年
生
を
対
象
に
し
た
『
庄
原
市
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
競
泳
教
室
』

を
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の

日
か
ら
４
週
連
続
毎
週
水
曜
日
に
西
城

温
水
プ
ー
ル
「
水
夢
」
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
延
べ
83
人
は
、
庄
原
市
少

年
少
女
水
泳
記
録
会
に
向
け
、
講
師
の

さ
ぎ
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
代
表
金
山

佳
生
さ
ん
か
ら
、
水
泳
の
基
本
技
術
や

競
泳
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
に
は
恒
例
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
市
総
合
体
育
館
で

開
催
し
、
市
内
小
学
生
63
人
が
参
加
。

マ
ツ
ダ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
皆
さ

ん
か
ら
、
パ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の
基
本
技

術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
参
加
し
た
若

林
穂
実
さ
ん
（
庄
原
小
５
年
）
は
「
ス

パ
イ
ク
の
打
ち
方
が
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

本市スポーツの底上げを目指す
レベルアップスポーツ教室

生涯
学習課

１２

３

１

２５

３

４
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色んな葉っぱを学ぶ一日

豪華共演に酔いしれる スポーツから人権を考える清流の畔
ほとり

でハワイアン気分

思い出に残る高野の夏

ゲーム感覚で健康づくり

学校活性化への期待を背に庄原の魅力を世界に伝える
　吾妻山グリーンラリー・8/8

　しょうばらいいともコンサート・7/26 　人権スポーツ教室・7/24　第６回鮎の里せせらぎコンサート・8/1

　福山の小学生が集団宿泊体験学習・8/18 ～ 21

　総領でニュースポーツ講習会・7/4

　西城紫水高射撃部初の全国大会出場・7/30　ホームステイで国際交流・7/17 ～ 19

「葉っぱの日」に、毎年恒例イベント「吾妻山グリー
ンラリー」が行われ、約 30 人が参加しました。

まず、葉っぱについて知識をつけるための勉強会が比
和自治振興センターで行われました。参加者は実物の木
や葉っぱに触れ、葉脈や葉の切れ込みなどの見分け方
の説明を受け、ラリーに備えました。そして、その後吾
妻山へ移動し、ラリーを開始しようとしたまさにその時、
雷鳴がとどろき、突然大雨が降り出しました。天候の回
復が見込めないため、あえなく断念しました。

参加者は「楽しみにしていたのに残念。来年こそは天
候に恵まれるといいな」と話していました。

第６回鮎の里せせらぎコンサートが口和町の鮎の里公
園で開催され、約１２０人が訪れました。

今回は広島県ハワイアン協会のガラシゲハクールウ
オーターと、地元フラダンスグループの口和エンジェル
スがコラボレーション。ハワイアンの曲を中心に全 20
曲が演奏され、フラダンスがハワイアン気分を一層盛り
上げました。

演奏者の山本繁生さんは「多くのお客さんに来てもら
い、口和エンジェルスと一緒にコンサートができて、と
ても楽しかった。機会があればまた演奏させてください」
と充実した表情を浮かべていました。

福山市立南小学校の児童 53 人が、高野町で３泊４日
の集団宿泊体験学習をしました。

初日は、ふるさと村高暮で夕食作りやキャンプファイ
ヤーを体験し宿泊。２日目以降は３～５人の班ごとに分
かれ、２日間にわたり町内の民家13軒にそれぞれ宿泊し、
トマトの収穫作業などを体験しました。初日は緊張して
いた児童も２日目には家族のように打ち解け、別れの時
には涙を流して、別れを惜しむ児童がたくさんいました。

５年生の藤井七
な る

瑠さんは「普段都会ではすることのな
い体験を、皆で協力しあってすることで、クラスの団結
力が強まった」と話していました。

庄原市スポーツ推進委員協議会総領支部主催によ
るニュースポーツ講習会が、総領体育館で開催され、
20 人が参加しました。

今回は、ビーンボウリング、輪投げ、バッコーの３
種目に挑戦。参加者はゲーム感覚で気軽に競技を楽し
みながら、講習会を通じて、中学生から高齢者までが
世代を越えて親睦を深めました。

市スポーツ推進委員協議会総領支部長の延清圭祐さ
んは「ニュースポーツを健康づくりや長く続けられる
スポーツとして多くの人に親しんでもらいたい」と話
していました。

安芸太田町で行われた第 53 回全国高等学校ライフル
競技選手権大会に西城紫水高校射撃部の河内幸紀さん
が出場しました。

同高射撃部は、学校活性化の取り組みの一環で昨年
度発足。発足して間がないものの、部員の努力と地域・
関係者の支援によって初の全国大会出場を決めました。

河内さんは「自分よりも技術を持った選手に接する良
い機会なので、多くを吸収してきたい」と意気込みを語
り、試合に臨みました。結果は予選敗退と悔しいもので
したが、この経験が糧になり、今後より一層の飛躍が期
待されます。

市役所ロビーコンサート 50 回達成を記念した演奏会
『しょうばらいいともコンサート』が、庄原市民会館で開
催されました。

ロビーコンサート出演者を中心に４部門で構成され、
庄原民謡「敦盛さん」、ピアノ三重奏、木管五重奏、オ
ペラ「椿姫」ハイライト、オペラ「アイーダ」から「凱
旋の合唱」、ハワイアンとフラダンスなど、普段一緒に
聴けない歌声と演奏が次々と会場に響きわたりました。

フィナーレは、サックス奏者の佐野博美さん作詞作曲
の「庄原いいとも音頭」を全員で合唱。多くの来場者は
日常を忘れ特別な一日を楽しんでいました。

三次地域人権啓発活動ネットワーク協議会が主催する
人権スポーツ教室が庄原中学校で開催され、同校の男女
バスケットボール部員 46 人が参加しました。

この教室は、子どもたちがプロスポーツ選手と交流
を図り、感謝することの大切さや相手に対する思いやり
など人権への理解を深めることを目的に開催されたもの
で、プロバスケットボールチーム「広島ドラゴンフライズ」
の岡崎修司選手と田中成也選手が、バスケットボールの
基本動作など実技指導を行いました。その後、両選手は
自らの体験も交えながらチームワークの大切さなどにつ
いて話し、部員たちは熱心に耳を傾けていました。

広島大学大学院国際協力研究科の留学生とその家族
６カ国 13 人が、市内の家庭（ホストファミリー）を訪
れ２泊３日のホームステイを行いました。

しょうばら国際交流協会が主催するこの事業は、地域
や文化を越えて庄原の魅力を伝え、国際的な交流を深め
るものです。留学生は各家庭で日本料理を振る舞われた
り、休日には市内外の観光地を巡るなどして日本文化に
触れたりするなど、充実した日々を過ごしました。

お別れ会で留学生らは「ホストファミリーは家族のよ
うに接してくれてうれしかった。別れるのは寂しいが、
今度は自分の国に会いに来てほしい」と話していました。

▲葉っぱに触れながら説明を聞く参加者

▲出演者全員で「庄原いいとも音頭」を合唱 ▲部員に実技指導をする岡崎選手▲出演したガラシゲハクールウオーター（後列）と口和エンジェルス（前列）

▲農家の方に食事の作り方を教わる児童たち

▲輪投げに挑戦する参加者

▲河内さんが出場したビームライフル少年女子立射40発競技の様子▲ゆかたを楽しむ留学生
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お知らせInformation

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ９月17日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 10月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ９月15日㈫・10月６日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 10月８日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 10月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ９月17日㈭13時30分～15時30分 口和老人福祉センター

高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所

総領 10月14日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月17日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ９月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

総領 10月14日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ９月29日㈫13時～16時 東城支所 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　高野 10月13日㈫13時～16時 高野福祉保健センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

西城 10月10日㈯13時30分～15時 西城支所（しあわせ館） 身体・知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 10月６日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

身体障害者舗
装 具 判 定 会【肢体】９月17日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 10月７日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ９月28日㈪・10月５日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

離乳食教室 ９月15日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター
母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要

育児相談 10月５日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業
●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カープを通じて庄原市をＰＲ

猛暑の中にひとときの涼「道の駅たかの」100万人達成！

　マツダスタジアムで「庄原デー」・7/26

　三楽荘でガラス展・7/24 ～ 8/9　記念セレモニー・8/7

山根英徳さんは「出展者は猛暑にもかかわらず庄原市
のＰＲに努めてもらった。今後もカープを通じて庄原
市の認知度を上げ、観光や定住にもつなげていきたい」
と話していました。

７月 24 日から８月９日までの 17 日間、庄原市三
楽荘で「陶津窯 ( とつがま ) ガラス工房アトリエソラ
藤本匠紀　藤本奈々　ガラス展」が開催されました。

花瓶やグラスなど作品３００点が展示され、約
５００人の来訪者がありました。

県外から訪れた人は「ガラスの透明感がとても涼し
く、和の空間に映えている。外の暑さを忘れさせてく
れる」と話していました。

藤本匠紀さんは「たくさんの人に来ていただき驚い
た。また機会があれば、ぜひここで展示会を開きたい」
と話していました。

プロ野球公式戦「広島東洋カープ対読売ジャイアン
ツ」が行われた７月 26 日、マツダスタジアムで毎年
恒例の「庄原デー」が行われました。

当日は、スタジアム内ライト側「かば広場」とレフ
ト側「きくまる広場」に
設けられたブースで出展
したほか、来場者へ比婆
牛の抽選プレゼント、庄
原市のキャラクター「ヒ
バゴン」と「キョロやま
くん」の登場など、ご当
地グルメやマスコットを
通じて、満員の観客に「庄
原市」をＰＲしました。

また、11 月 1 日㈰に
庄原市民会館で開催さ
れる第 16 回庄原こども
ミュージカル「アラビア
ン・ナイト」に出演する
子どもたちが、元気いっ
ぱいにダンスと歌でＰＲ
しました。

庄原市カープ応援隊の

「道の駅たかの」（平成25年４月12日開業）の来場者数が
１００万人を達成し、記念のセレモニーが行われました。

１００万人目の来場者（レジ通過者）となったのは、
家族５人で訪れた岡山市の村上和栄さんご家族。村上さ
んは「びっくりしました。初めて訪れましたが道の駅も
きれいで、良い記念になりました。機会があればまた訪
れたい」と喜んでいました。

駅長の根
ね ば

波裕治さんは「庄原産にとことんこだわり、
さらなる魅力づくりを進め、これからも訪れたお客さま
に楽しんでいただける道の駅を目指して努力していきた
い」と話していました。

▲マツダスタジアムでも大人気の「ヒバゴン」と「キョロやまくん」

▲ガラス作品が和室に映える▲木山市長らが出席し、来場者 100 万人の達成を祝う

№10 №9

№11

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。　情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159／ Fax0824-72-3322Camera Report
カメラレポート
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お知らせInformation

催
し
・
講
座

相　
　

談

募　
　

集

農
地
と
登
記
の
無
料
相
談
会

　

農
地
の
転
用
や
登
記
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
農
業
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と
き　

10
月
１
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
・
高
野
支
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
３

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　
　
　

「
障
害
者
の
働
く
を
考
え
る
」

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
に
当

た
り
、「
障
害
者
雇
用
と
人
権
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。「
ど
ん
な
法
律
？
」「
必

要
な
配
慮
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」

な
ど
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
演
の
ほ
か
に
、
実
際
に
障
害

者
雇
用
を
し
て
い
る
企
業
の
方

や
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
当
事
者

の
方
に
も
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き　

９
月
16
日
㈬　

13
時

と
こ
ろ　
　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
三
次
市
十
日
市
東
三
丁
目
14
番

１
号
）

対
象

三
次
・
庄
原
市
内
の
当
事
者
と
そ

の
家
族
、
支
援
者
や
企
業
の
方
、

そ
の
他
興
味
の
あ
る
方

講
演

「
障
害
者
雇
用
と
人
権
」

広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
教
授　

横よ
こ
ふ
じ
た

藤
田　

誠
ま
こ
と
さ
ん

申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
６

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
７

平
成
27
年
度　
　
　
　
　
　

　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

庄
原
市
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、

児
童
生
徒
の
学
び
の
姿
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
26
日
㈯　

12
時
20
分
受
付　

12
時
50
分
開
始

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容　

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

和
太
鼓
演
奏
（
美
古
登
小
学
校

児
童
）、
英
語
ス
ピ
ー
チ
（
高
野

中
学
校
生
徒
）

●
公
開
授
業

小
学
校
外
国
語
活
動
（
板
橋
小
学

校
児
童
、
指
導
教
諭
）

●
講
演

「
庄
原
市
の
外
国
語
教
育
に
期
待

す
る
こ
と
」

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局　

教
科
調
査
官　

直な
お
や
ま山
木ゆ

う

こ
綿
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
セ

ミ
ナ
ー

【
第
２
回
研
究
室
訪
問
】

　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
研
究
室
訪
問
・
施
設
見
学
を

実
施
し
ま
す
。
今
回
は
「
農
業
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
室
を
訪
問
し
、

大
学
の
先
生
と
お
話
し
し
た
り
、

大
学
の
施
設
を
見
学
し
た
り
し
ま

す
。「
県
立
広
島
大
学
」
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
29
日
㈫

９
時
15
分
～
12
時

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機

構　☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

備
後
地
区
生
徒
児
童　
　
　

　

発
明
く
ふ
う
展
作
品
展
示

　

庄
原
市
内
の
小･

中
学
校
か
ら
出

品
さ
れ
た
全
作
品
と
他
市
町
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
工
夫

さ
れ
た
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
１
日
㈭　

10
時
～
19
時
・

２
日
㈮ 

8
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４　

第
１
回
庄
原
書
道
大
会

　

庄
原
市
内
外
の
方
を
対
象
と
し

た
書
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
会

場
に
習
字
道
具
を
持
参
し
て
、
そ

の
場
で
課
題
字
句
を
指
定
の
用
紙

に
書
き
ま
す
。
優
秀
な
作
品
に
は

各
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

と
き　

10
月
３
日
㈯

９
時
受
付　

10
時
開
始

と
こ
ろ　

庄
原
小
学
校
体
育
館

対
象　

小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

参
加
費

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

高
校
生
・
一
般　

５
０
０
円

課
題

【
小
学
生
】
１
年
「
し
」
２
年
「
十
」

３
年
「
市
」
４
年
「
庄
原
」
５
年

「
市
制
」６
年「
里
山
の
秋
」（
半
紙
）

【
中
学
生　

自
由
書
体
】
１
年
「
記

念
大
会
」
２
・
３
年
「
伝
統
文
化
」

（
長
半
紙
）

【
高
校
生
・
一
般　

自
由
書
体
】

高
校
生
「
雄
大
な
自
然
」
一
般
漢

字
「
郷
土
芸
術
展
」
一
般
か
な
「
秋

風
に
い
と
ど
ふ
け
ゆ
く
月
影
を
立

ち
な
か
く
し
そ
天
の
川
霧
」（
藤

原
清
正
）（
半
切
用
紙
）

参
加
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
学
年
・
年
齢
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
９
月
20
日
㈰
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
０
０
１
２
庄
原
市
中

本
町
一
丁
目
15
‐
７

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡

慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
２
２
５
７

第
23
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
バ
ザ
ー

や
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

「
か
ら
だ
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」

「
ツ
ー
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比

和
大
会
」も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
百
山
「
福
田
頭
」
な
ど
の

美
し
い
自
然
の
山
々
を
見
な
が
ら
楽

し
い
１
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
４
日
㈰

第
11
回
庄
原
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
３

日
（
火
・
祝
）
～
７
日
（
土
）
お

よ
び
13
日
㈮
～
18
日
㈬
に
開
催
す

る
市
美
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

出
品
規
定

○
市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
、
ま
た
は
学
生
、
単
身
赴
任

者
な
ど
で
一
時
的
に
市
内
を
離
れ

て
い
る
方
。
自
己
の
創
作
し
た
作

品
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
１
種
目
に
つ
き
１
人
１
点
と
し

ま
す
。

種
目

　

絵
画（
水
彩
、油
彩〔
デ
ザ
イ
ン
、

版
画
〕
を
含
む
）、
彫
塑
、
工
芸

（
陶
芸
、
染
織
、
木
工
、
ち
ぎ
り
絵
、

七
宝
、
押
花
な
ど
）、
書
（
漢
字
、

仮
名
、
前
衛
）、
写
真
。
※
規
格

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
作
品
の
搬
入
日
ま
で
に
田
園

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
田
園
文
化
セ

ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所

教
育
室
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

作
品
搬
入
日

10
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯

10
時
～
18
時

表
彰

龍
め
ぐ
り
昇
運
ツ
ア
ー

　

庄
原
市
観
光
協
会
は
、
本
年
度

「
地
域
限
定
旅
行
業
」
を
取
得
し

た
記
念
企
画
と
し
て
、「
龍
め
ぐ

り
昇
運
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
す
。

　

国
重
要
文
化
財
円
通
寺
で
雪
舟

が
描
い
た
と
い
わ
れ
る
龍
の
絵
を

鑑
賞
、日
本
百
景
の
一
つ
帝
釈
峡
・

神
龍
湖
を
龍
船
で
遊
覧
、
国
営
備

北
丘
陵
公
園
・
神
楽
殿
で
、
わ
ら

で
作
ら
れ
た
龍
の
下
で
舞
わ
れ
る

神
楽
「
八
岐
大
蛇
」
見
学
と
龍
に

ま
つ
わ
る
３
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
楽

し
め
る
ツ
ア
ー
で
す
。

と
き

第
1
回　

９
月
13
日
（
日
）

第
2
回　

10
月
12
日
（
月
・
祝
）

10
時
集
合

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
出
発

料
金　
一
人
８
８
８
８
円（
要
予
約
）

そ
の
他

●
自
家
用
車
で
お
越
し
の
方
は
、

「
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く

ら
」
上
部
駐
車
場
へ
9
時
50
分
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
●
食
事

場
所
は
遊
覧
船
内
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
陸
上
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
●
少
雨
決
行
。
必
要
な

方
は
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
比
和
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

総
領
お
い
で
ん
祭
２
０
１
５

　

２
年
に
１
度
開
催
す
る
、
総
領

町
最
大
の
お
祭
り
「
総
領
お
い
で

ん
祭
」。
地
域
団
体
な
ど
に
よ
る

バ
ザ
ー
が
多
数
出
店
さ
れ
る
ほ

か
、
各
団
体
ス
テ
ー
ジ
披
露
や
特

産
品
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
ザ
・
ぼ
ん
ち
」
の
漫

才
を
は
じ
め
、「
南　

一
誠
」
歌

謡
シ
ョ
ー
の
ほ
か
多
く
の
ゲ
ス
ト

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
祭

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈰

９
時
50
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
役
所
総
領
支
所
裏
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
総
領
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

第
11
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞　

作
品
募
集

募
集
作
品　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
・
勤
務
の
方

募
集
期
間　

９
月
18
日
㈮
ま
で

応
募
要
領　

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
、
児
童
、

学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・
校
名
、

学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ
ぞ
れ

に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
を

贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品
は
10
月

８
日
㈭
～
10
日
㈯
に
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
ア
ー
ト
多
愛
夢
」
で
展
示

し
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
（
庄
原
市
民
会

館
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

　

優
秀
な
作
品
に
対
し
て
大
賞
・

奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。
表
彰
式

は
、
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
９
時

30
分
か
ら
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

展
覧
会

【
前
期
展
】

彫
塑
／
工
芸
／
書

11
月
３
日
（
火
・
祝
）
～
７
日
（
土
）

【
後
期
展
】

絵
画
／
写
真

11
月
13
日
㈮
～
18
日
㈬

10
時
～
18
時

※
16
日
は
休
館

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９
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そ  

の  

他

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
４
月
入
校
生
募
集

　

平
成
27
年
度
の
卒
業
生
ま
た
は

卒
業
見
込
み
者
を
対
象
に
、
平
成

28
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
訓
練
科
な
ど

●
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

卒
見
込
み
者
）

●
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

●
建
築
科
（
１
年
間
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
間
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

平
成
27
年
度
の
卒
業
生
、
ま
た
は

卒
業
見
込
み
者

応
募
受
付
期
間

９
月
28
日
㈪
～
10
月
30
日
㈮
必
着

選
考
日　

11
月
20
日
㈮

※
選
考
内
容
、
合
格
発
表
日
時
な

ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

第
27
回
豊
か
な
自
然
写
真　

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

本
年
度
も
27
回
目
と
な
る
豊
か

な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
国
山

地
の
自
然
と
風
物
を
対
象
と
し
た

も
の
（
自
然
の
景
観
、
動
植
物
の

生
態
、
山
村
の
風
景
、
人
々
の
く

ら
し
、
伝
統
行
事
な
ど
）
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
め
切
り

12
月
15
日
㈫
必
着

応
募
方
法

○
応
募
要
項
・
応
募
票
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
要
項
・
応
募
票
は
生
涯
学

習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
に
あ

り
ま
す
。
電
話
に
よ
る
請
求
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

比
和
教
育
室
（
比
和
自
然
科
学
博

物
館
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

高
速
バ
ス
の
路
線
休
止
の　

お
知
ら
せ

　

現
在
、
庄
原
イ
ン
タ
ー
停
留
所

で
乗
降
で
き
る
夜
行
高
速
バ
ス

「
津
和
野
発
～
東
京
線
」
が
、
運

行
会
社
の
事
情
に
よ
り
、
９
月
11

日
㈮
か
ら
路
線
休
止
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
㈱

☎
０
８
２
‐
２
６
１
‐
１
２
６
８

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の

後
納
制
度
」
９
月
30
日
ま
で

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
過

去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
（
本
来
、
国
民

年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
）。
こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
９
月

30
日
㈬
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

に
限
り
、
過
去
５
年
間
に
納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

応
募
先

○
短
歌
（
一
人
一
首
）

上
原
町
36
‐
３　

清
光
康
子
宛

○
俳
句
（
一
人
二
句
）

川
手
町
５
９
７
‐
２

桑
原
知
樹
宛

○
川
柳
（
一
人
五
句
）

川
手
町
１
３
１
８
‐
３

林　

武
志
宛

○
現
代
詩
（
一
人
一
篇
）

高
茂
町
16　

田
中
虎
市
宛

応
募
期
限　

10
月
９
日
㈮
必
着

そ
の
他

11
月
14
日
㈯
の
大
会
で
、
部
門
ご

と
に
優
秀
作
品
８
点
を
選
び
表
彰

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林
武
志

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品

①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳
④
現
代
詩

応
募
資
格

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法　

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
、
は
が

き
に
書
い
て
各
応
募
先
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て

封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
、
重
複

は
で
き
ま
せ
ん
。

平成27年度　県立広島大学公開講座　テーマ：「大人のための高校講座」

　今回の講座は、高校の授業科目である「公民（政治経済）」、「公民（現代社会）」、「現代文」、「英語」になぞらえて、
経済格差、憲法問題、大学の教養主義、英語の早期教育などの問題を取り上げます。現代社会を生きていくうえで、身
近に発生する課題を受講生と一緒に考えていきたいと思います。ぜひ、受講ください。

とき／９月 30 日㈬～ 10 月 19 日㈪　各回 30 分前から受け付け開始　　ところ／県立広島大学庄原キャンパス
申込期限／９月25日㈮　定員／50人　申込方法／氏名（ふりがな）・住所・電話番号を、FAX、郵便、メールのいずれかで送
付してください。※受講申込に伴う個人情報は、公開講座以外には使用しません。

回 と　き 講座名 ところ 講　師

1 9/30㈬
13:00～14:00

「公民（政治経済）」経済格差の現状について
～トマ・ピケティの問題指摘を巡って～ 1202講義室 経営情報学部

教授　片桐 昭司

2 10/7㈬
10:40～12:10

「公民（現代社会）」憲法の基礎
～立憲主義・憲法改正について～ 1202講義室 総合教育センター

講師　岡田 高嘉

3 10/14㈬
13:00～14:30

「現代文」心の読み書き
～夏目漱石「こころ」を巡って～ 1202講義室 生命環境学部

教授　遠藤 伸治

4 10/19㈪
13:00～14:30

「英語」
どうなる？日本の英語教育 3201講義室 生命環境学部

教授　馬本 勉

　●申し込み先　〒727-0023　庄原市七塚町562　県立広島大学庄原地域連携センター
　●問い合わせ　総務課（地域連携センター担当）　☎0824-74-1000　Fax0824-74-0191
　　　　　　　　庄原地域連携センター　☎/℻ 0824-74-1704　メール：gakujutu@pu-hiroshima.ac.jp

る
こ
と
が
で
き
る
「
５
年
の
後
納

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
が
、
10
年

の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
１
０
７

庄
原
い
ち
ば
ん
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
完
売
！

　

市
内
の
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
７
月

１
日
か
ら
販
売
し
て
い
ま
し
た

「
平
成
27
年
度
庄
原
い
ち
ば
ん
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
（
以
下
、

「
商
品
券
」）」
は
、８
月
末
を
も
っ

て
完
売
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
品
券
は
次
の
使
用
有

効
期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ところ　三次市みよし運動公園陸上競技場
チケット（当日入場ゲートで販売）

問い合わせ　ＮＰＯ法人 広島横川スポーツ・カルチャークラブ
　　　　　　☎ 082-521-5789
ホームページ　http://angeviolet.com

大人 高校生以下
一般 1,500円 500円

賛助会員 1,000円 300円

と　き　  月　 日（月・祝）　　　キックオフ！9 21 13時

アンジュヴィオレ広島vs愛媛ＦＣレディース

商
品
券
の
使
用
有
効
期
間

12
月
31
日
㈭
ま
で

※
商
品
券
を
利
用
で
き
る
店
舗
に

つ
い
て
は
、
各
商
工
団
体
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
商
工
会
議
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

備
北
商
工
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
９
０
４

東
城
町
商
工
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

女子サッカー
２０１５プレナスなでしこリーグ２部試合

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

9月12日㈯～10月18日㈰

コスモス

国営備北
丘陵公園
だより

～期間中の無料入園日～

備北公園「秋まつり」 全
国
大
会

　

全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

（
７
月
25
日
／
宮
城
県
岩
沼
市
）

●
団
体
戦

山
﨑　

隆
輝
（
東
城
高
１
年
）

中
国
大
会

　

中
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

　
（
柔
道
）

（
６
月
13
日
～
14
日
／
島
根
県
出

雲
市
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級

第
１
位

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

中
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

　
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
６
月
20
日
～
21
日
／
島
根
県
隠

岐
郡
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

第
２
位

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

中
国
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

　

手
権
大
会

（
７
月
25
日
～
26
日
／
島
根
県
出

雲
市
）

●
Ｍ
65
（
男
子
65
～
69
歳
）
の
部

８
０
０
ｍ　

第
1
位　

１
５
０
０
ｍ　

第
1
位　

３
０
０
０
ｍ　

第
1
位

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

還
暦
の

部　

第
2
位

波
多　

伸
樹
（
高
町
）

●
Ｍ
40
（
男
子
40
～
44
歳
）
の
部

60
ｍ　

第
２
位

砲
丸
投
げ　

第
２
位

荒
木　

通
広
（
新
庄
町
）

県
大
会

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　

会（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
６
月
７
日
～
８
日
／
安
芸
郡
海

田
町
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

第
１
位

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　

会（
柔
道
）

（
６
月
20
日
／
広
島
県
立
総
合
体

育
館
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級

第
１
位　

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

広
島
県
障
害
者
陸
上
競
技
大
会

（
５
月
17
日
／
東
広
島
市
）

●
砲
丸
投　

第
1
位

●
立
ち
幅
跳
び　

第
1
位

森
信　

正
彦
（
川
手
町
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

音楽と花火の祭典

９月21日（月・祝）、10月４日（日）、11日（日）
※９月21日は65歳以上の方のみ入園無料

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

秋
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
・

祭
日
を
中
心
に
、
手
軽
に
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

毎
年
好
評
の
「
神
楽
上
演
」

を
開
催
し
ま
す
。
迫
力
の
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
カ
ヌ
ー
体
験
」「
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
」
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

【
音
楽
と
花
火
の
祭
典
】

　

音
楽
ラ
イ
ブ
と
約
２
０
０
０

発
の
打
ち
上
げ
花
火
に
よ
る
音

と
光
の
祭
典
。

と
き　

10
月
11
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

チ
ケ
ッ
ト　

●
大
人
１
５
０
０

円　

●
小
人
（
小
・
中
学
生
）　

５
０
０
円　

●
前
売
限
定
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト(

大
人
２
枚
、
小
人

１
枚)　

２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１

【
国
営
備
北
丘
陵
公
園
42
・

１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大

会
参
加
者
募
集
中
！
】

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
た

す
き
で
つ
な
い
で
走
る
ユ
ニ
ー
ク

な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

開
催
日　

10
月
25
日
㈰

開
催
場
所

大
芝
生
広
場
お
よ
び
そ
の
周
辺

申
し
込
み
締
め
切
り

10
月
８
日
㈭
必
着

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
は
10
月
１
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
先

42
・
１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

協
会
西
日
本
支
部

☎
０
１
２
０
‐
８
４
６
‐
５
９
８

約
２
０
０
万
本
の
秋
の
花
々

　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ
ス

モ
ス
」。
国
内
最
大
級
の
１
０
０

品
種
の
コ
ス
モ
ス
が
９
月
下
旬

か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
面
に
咲
き
広
が
る
コ
ス
モ
ス

は
背
の
低
い
（
矮わ

い
せ
い
し
ゅ

性
種
）
ド
ワ
ー

フ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
花
弁
の
形
や
色
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
モ
ス
が
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
と
合
わ
せ
て
、「
花

の
広
場
」
で
は
、
約
１
０
０
万

本
の
ジ
ニ
ア
や
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
、

総
数
約
２
０
０
万
本
の
秋
の

花
々
が
咲
き
広
が
り
ま
す
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

リレーマラソン

※
「
秋
ま
つ
り
」
の
詳
細
は
、
電

話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
８
月
２
日
～
５
日
／
京
都
府
舞

鶴
市
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
柔
道
）

（
８
月
８
日
～
12
日
／
奈
良
県
天

理
市
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級　

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

　
（
陸
上
）

（
10
月
24
日
～
26
日
／
和
歌
山
市
）

●
砲
丸
投
、
立
ち
幅
跳
び

森
信　

正
彦
（
川
手
町
）
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　10月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶「光」齢者、「幸」齢者、「貢」齢者といった言葉が使
われることが、近年増えています。特集２でご紹介し
た皆さんは、正に地域に貢献をし、元気に生き生きと
幸せを感じながら年齢を重ねられていて、お話を聞
いているだけで、うれしい気持ちになりました。
▶朝晩が涼しくなってきました。先日「しょうばら
びと」の取材で高野町に行くと、真昼の日なたにもか
かわらずあまり暑くありませんでした。各地の夏祭
りも終わり秋がやってくると思うと、過ごしやすく
なるとともに、何だか寂しいような気もします。

９～ 10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　（つづらの苔玉入れ）
　と　き　９月18日㈮
　　　　　①９時30分～12時
　　　　　②13時～15時30分
　参加費　2,300円
　定　員　①②各20人
○草木染め教室
　（秋の草花でタペストリーを染める）
　と　き　９月28日㈪
　　　　　①９時～12時
　　　　　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○手作りって楽しい！～ゆめさくら講座作品展～
　と　き　９月12日㈯～23日(水・祝)
○母に捧ぐ～さをり織り16年～作品展
　と　き　10月５日㈪～12日(月・祝)　

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第 11 回絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈭～10日㈯　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

9月16日㈬ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

9月20日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
21日（月）瀬尾病院 ☎08477-2-0023
22日（火）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（水）細川医院 ☎08477-2-0054
27日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

10月 4日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
11日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
12日（月）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年７月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，８０７人（前年比－７３６人）　
男　　１７，８９４人（前年比－３４１人）　
女　　１９，９１３人（前年比－３９５人）　
世帯数　１５，９００世帯（前年比－６２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３４３人（前年比＋３３人）

と　き　９月 28 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　クワイヤアイリス（合唱）
演奏曲目　「いざ主をほめまつれ」
　　　　　「アメージング　グレイス」ほか
▶広島女学院大学の聖歌隊ＯＧを中心に 1996 年に
結成した女声合唱団。現在はメンバー約 40 人で、
声楽家の小玉妙氏の指導、指揮のもと練習を重ね活
動。広島女学院の行事やコンサートで演奏。海外か
らの合唱団との共演や関西学院グリークラブ、広島
大学グリークラブなどの賛助出演をするなど幅広く
活動。2017 年には 20 周年記念コンサートを開催
する予定。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

１、フィルモン音帯（図１）
「フィルモン音帯」は、昭和 10 年頃に日本で発明された、世
界でも珍しい“長時間レコード”です。ＳＰレコードの片面３分
に対し、最大 36 分の再生ができ、当時では驚異的な再生時間
でした。

このフィルモン音帯は、35㎜幅の映画フィルムと同様のセルロ
イド系樹脂（長さ約 13 ｍの帯状）に、“音溝”が平行に約 100
本刻まれた、カラオケの８トラックテープと同じ「エンドレス方式」
です。音質はＳＰレコードより優れていました。

○参考文献
独立行政法人東京文化財研究所「フィルモン音帯に関する調査報告及び
フィルモン音帯の修復」　　
独立行政法人東京文化財研究所「平成２７年度フィルモン音帯一覧」

庄原市食農教育モデル事業
　庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるため、市内の小中学校が行う “地域の子ども
たちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り
組み ”を支援しています。
　本年度は、市内の小学校 11校がこの事業に取り組んでいます。
それぞれの地域の特色にあわせ、学校田・学校菜園での米、野菜
づくりのほか、りんごやぶどうなど多様な作物の栽培や作業体験
を行っています。

比和小学校の取り組み

フィルモン（音帯・再生機）

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館：月・木・土　９時～17時

　比和小学校では、比和町郷土芸能振興会の協力により「比和作
業田植え」の体験を行い、地域の歴史や文化を学び、毎日食べる
「お米」とそれが出来るまでの「農」の結び付きへの関心を促す、
特徴的な取り組みが行われています。
　栽培・収穫された作物は、調理実習で自ら作ったものを食べた
り、学校行事で地域の方に振る舞われたり、収穫した米の販売も
行われています。こうした地域の人々との交流も、食に対する関
心・意欲の向上につながり、地域農業への理解を深めることに結
びついています。

２、フィルモン再生機（図２）
この「フィルモン再生機」は、「フィルモン音帯」とＳＰレコー

ドが再生できる兼用の“電気蓄音機”です。内部の製造検査票
によると、昭和 14 年９月 25 日に日本フィルモン㈱で製造され
ています。当時の価格は 320 円、フィルモン音帯は５円でした。

回転のしくみは、１個のモーターの回転をＳＰ（78 回転）とフィ
ルモン音帯（123 回転）の回転に変えるため、２組のギアを組
み合わせた独創的な機構で、80 年前の着想の素晴らしさと技術
の高さが分かる貴重な品物です。

（図1）フィルモン音帯

ＳＰレコード

（図2）再生機

（図3）再生のしくみ

再 生は、直 径 約 18cm
のフィルモン音帯を回転
部に巻き付けて（図３）
スタートさせ、ピックアッ
プ（ＳＰレコードと兼用）
の針で音帯に刻まれた

“音”を取り出し、内蔵の
真空管アンプで増幅して
聴きます。

フィルモン音帯と再生機は、昭和 14 年から 16 年頃まで製造
されていました。現在国内で確認されているフィルモン再生機
の現存する台数はわずか数台、フィルモン音帯は、昨年市内の
方からご寄贈いただいた 10 本を加え百十数本です。

ピックアップフィルモン音帯

回転
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庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

リフレッシュハウス東城
所　東城町粟田 2538 － 1
☎　０８４７７－２－１２８８
営　10：00 ～21：00　食堂10：00 ～20：00
休　水曜日
㏋　http://tojyo-onsen.sakura.ne.jp/

取り扱う市内産食材

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったの
ですか？
　リフレッシュハウス東城は、主に地元の方々に
利用いただいていますが、遠方からのお客さまも
多い施設です。地元の方々には、地産品の良さ
の再発見を、遠方のお客さまには庄原市の良さ
を知っていただきたいと思います。

お店の推進店としてのこだわりは？
　旬の食材を積極的に取り入れています。その日、

その時のおいしいものを大切にしたいので、こま
めに手作りをしています。漬物や小鉢などちょっ
としたものも、心を込めて手作りしています。

皆さんへ一言
　地産地消を形にしたメニュー『比婆牛ねぎ塩
焼きそば』が好評販売中です。復活した比婆牛
と庄原の特産であるねぎ、そして東城町の野菜や
中華麺を使っています。ぜひ一度お召し上がりく
ださいませ。

▶
『
比
婆
牛
ね
ぎ
塩
焼
き
そ
ば
』

野菜・比婆牛・米　など

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 ／
 ☎

0824-73-1159
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
シ

ン
セ

イ
ア

ー
ト

㈱
平

成
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９
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４
日

発
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編
集
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発
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庄
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報
政
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報

し
ょ
う
ば

ら
 ９
月
号
　
2015/Septem

ber　
№
126

●営業部長の岩根正治さんに聞きました

　

庄
原
の
夏
と
い
え
ば
「
よ
い
と
こ

祭
」。
中
で
も
私
は
「
大
紙
相
撲
よ
い

と
こ
場
所
」
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

　

私
が
い
つ
も
注
目
し
て
い
る
の
は
、

毎
回
凝
り
に
凝
っ
た
力
士
た
ち
の
取
り

組
み
を
仕
切
る
行
司
の
人
で
す
。

　

そ
の
風
貌
、
軍
配
裁
き
、
名
人
の
域

に
達
し
た
掛
け
声
、
そ
の
圧
倒
的
な
存

在
感
は
、
も
は
や
土
俵
を
支
配
す
る
紙

相
撲
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
た
大
紙
相
撲

で
す
が
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
勢

い
は
衰
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
長
く

続
い
て
ほ
し
い
風
物
詩
で
す
。

森
久　

敬
太
（
宮
内
町
）

夏
の
風
物
大
紙
相
撲

Vol.56

（平成 27 年８月 22 日撮影）

応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写

真
は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で

す
。あ
な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景

を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
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‐
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庄
原
市
中
本
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一
丁
目
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番
１
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庄
原
市
情
報
政
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課
広
報
広
聴
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東
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